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蘇る邪馬台国の倭女王の卑弥呼


 幕末の頃に徳川慶喜が忍びの者たちだけの廃刀令を下したが、それに反論する伊賀の忍びたちの伊賀の里を幕軍兵が攻めて壊滅させた。伊賀の忍者たちは忍者刀を奪われて忍びの魂を捨てた。しかし、相生勇（そうじょういさむ）だけは徳川家康から服部半蔵に半蔵から相生悟（そうじょうさとる）に手渡った悪霊祓いの斬妖刀を渡すまいとして守って、大鷹に乗って伊賀の里から離れていった。大坂城いる慶喜のところへやってきて、廃刀令を身おくらしてほしいと訴え出たのに慶喜が烏天狗（からすてんぐ）となって、どこかへ飛び立っていった。勇は偽の慶喜だった烏天狗を大鷹に乗って追っていくたびに雨河童（あまがっぱ）と鬼夜叉（おにやしゃ）の物の怪に出くわしていった。地図に載らない悪霊島と噂された阿修羅島へ向かっていった烏天狗と雨河童と鬼夜叉の三冠王（さんかんのう）を追っていった勇が、途中で出会った妹の雛形愛（ひながたあい）と一緒に阿修羅島に降り立った。三冠王は時空転送の門をくぐり抜けていって、未来の大和を征服する陰謀を企てた。それを抑えようと勇と愛と埋蔵金を狙って現れた甲賀盗賊団の新崎渉（しんざきわたる）と一緒に戦ったが、三冠王に敗れた。伊賀の里で攻撃を受けて亡くなったはずの勇と愛の父の相生泰三（そうじょうたいぞう）が現れた。勇と愛と泰三と渉は時空転送の門をくぐって、三冠王を追っていった。雨河童は仁徳天皇陵古墳の仁徳天皇のミイラが百舌鳥（もず）となって羽ばたいていった後で、陵墓に埋蔵金と悪霊を入れて封印した。三冠王は孝明天皇の高い地位を得て人間になるために蚕蛾(かいこが)を使って囚われていた孝明天皇を蚕蛾の蛹の絹糸に包み込み繭（まゆ）を作り出して繭の殻を破って蚕蛾人間となって肉食植物の捕虫葉の臭い水に入って種子内に包まれた三冠王へ栄養を吸収させて種子が落ちた三体の胚珠から人間となった三冠王が現れた。三冠王は時空転送の門をくぐり抜ける前から烏天狗を烏田崇（からすだたかし）で雨河童を河村薫（かわむらかおる）で鬼夜叉を鬼頭徹（おにととおる）として名を変えて未来で生きることにしていたが、勇に妖力の残る臭いで三冠王であることを見破られた。仁徳天皇陵の陵墓の封印で封じ込めた悪霊を解き払おうとした薫を渉が鎖鎌で斬り裂いて徹を勇が斬妖刀で斬り裂いた。崇は変幻自在の術でどこかへ消えていった。難波の街まで悪霊がさまよっていって、鎧武者が地面から現れた。４人の忍者たちは難波の街まで行って悪霊と鎧武者を斬り裂いていったが、悪霊と鎧武者が集まっていって、巨大ながしゃがしゃどくろとなった。４人の忍者たちは協力しあって地面に倒れたしゃがしゃどくろを勇が斬妖刀で頭蓋骨を突いて倒したのにがしゃがしゃどくろは５体の黒いカルマとなって、どこかへ散らばっていった。烏天狗に３分１戻った崇は、政治家となって人間の世界を物の怪に支配しようと企んだ。勇は相生勇斗（あいおいゆうと）に名を変えて日本史の高校教師になって、斬妖刀を持った宿命として物の怪退治を最後の任務とした。愛は花屋で雛形愛美（ひながたまなみ）に名を変えた。泰三は歌舞伎座の役者として生きた。渉は金具屋で身を隠した。５体のカルマは散らばって大阪に３体の物の怪と東京に２体の物の怪が生まれ変わって街を襲い始めた。勇斗は致命傷を探した天狗たたきを使って、烏天狗を斬り裂いて５体の物の怪を斬り裂いた。勇と渉は５体の物の怪を倒して後で現れた埋蔵金を分け合った。三冠王は地獄から這い上がってきて、しもべの九尾狐を使って邪教を企み人々に信仰させて鬼子の魂を受けた阿修羅像から三冠王が3面で6本の腕を持った擬人化したマドゥーとなって蘇ったら、再び征服を企むが抑えた。勇はスキー合宿に来た雪山で遭難して小雪娘と出会って、街中で再び出会った小雪娘が人間になりたいと願う小雪娘を愛だかで抱きしめて人間することができた。小雪娘は川村沙織（かわむらさおり）として勇斗と恋人で共に生きることにした。２０１４年２月４日、勇斗は朝目覚めて昨日の夜にマンションの屋上で起きた出来事を思い出した。勇は突如としてやってきたパピュラス星人が時空転送の門と三次元装置を引き換えに永遠の命となる万年の薬と交換したから偶然に過去へ戻ることを可能としたことだった。マンションの屋上で時空転送の門と三次元装置にビニールシートを被して隠さずにそのままにしていた。勇斗は３月１日の卒業式まで２週間後の休暇中に沙織と一緒に与那国島の旅へと向かう予定が近づいた。２０１６年４月４日のNASAアメリカの航空宇宙局にて、スティーブン・ルノーはお昼頃のエイムズ研究センターでギルバート博士に、「またロスへ帰るまでに時空転送の門をくぐりたいんだ！」と言った。ギルバート博士は、「今度はどこにいく気かね？」と聞いた。スティーブンは、「日本です！モンスターを殲滅した忍者たちに会いたい」と答えた。ギルバート博士は、「いつもは姿を隠して生活してる忍者たちに会ってどうするんだ？」と聞いた。スティーブンは、「忍者たちにカルフォルニア州で起きてる目の赤いHRE感染者の繁殖を抑えることに協力してもらいたい」と答えた。ギルバート博士は、「彼らが応じてくれるならいいが！」と言って時空転送の門と三次元装置を起動させた。スティーブンは、「パピュラス星人から教わったいきたい国の頭文字を設定すればいきたい国にいく。日本は和国なので和だ！」と言って設定した。ギルバート博士は、「モンスターを倒した忍者たちがいたのは２０１４年２月２２日までだった！」と言って年号月日を２０１４年で今から２ヶ月前の２月４日に設定した。スティーブンは、「宇宙へはいかないのだから宇宙服はいらないぞ」と言った。ギルバート博士は、「そういうことだな！また年号月日を２０３５年４月３日１２時３０分と設定して米国の頭文字米を設定するの忘れずにな！」と言った。スティーブンは、「そうだったな！」と言った。ギルバート博士は、「無事に帰ってくること祈って神の御加護を！」と言った。スティーブンは、「じゃあ！いってくる！」と言って時空転送の門をくぐっていった。スティーブンは時空転送の門をくぐり抜けて通過して勇斗のマンションの屋上に出てきた。スティーブンはたまたまマンションの屋上で寛ぐ勇斗と沙織に出会った。勇斗はスティーブンに、「もしかして、時空転送の門をくぐってきた？」と聞いた。スティーブンは、「そうだけどね！」と答えた。勇斗は、「どうやってきた？未来から過去から？名前は？」と聞いた。スティーブンは、「２０３５年の未来からきたNASAの宇宙飛行士スティーブン・ルノー」と答えた。勇斗は、「俺は勇斗で彼女は沙織だ！外国からくるなんて！」と言った。スティーブンは、「いきたい国の頭文字を設定した」と言った。勇斗は、「誰から知った？」と聞いた。スティーブンは、「パピュラス星人」と答えた。勇斗は、「パピュラス星人！昨日の夜、パピュラス星人が現れて時空転送の門を置いていったんだ！パピュラス星人はどこで遭遇したんだ？」と聞いた。スティーブンは、「パピュラス星で遭遇した。この時空転送の門からパピュラス星にいった！四次元モードに切り換えスイッチがあるんだ！宇宙服を着てないといけないけど！」と答えた。勇斗は、「そうか！それは知らなかった！」と言って、「過去の日本にきたわけってなんなんだ？」と聞いた。スティーブンは、「モンスターを殲滅した忍者たちに会いたくてやってきた！」と答えた。スティーブンは、「身近に忍者たちと知り合いの人はいたりしないかな？」と聞いた。勇斗は、「いないね！」と答えた。スティーブンは、「それは残念だ！」と言った。勇斗は、「ここにいつまでいるんだ？」と聞いた。スティーブンは、「そうだな！忍者たちに会えるまで」と答えた。沙織はスティーブンに、「私たち明日から与那国島の旅へ向かうの！」と言った。スティーブンは、「そこは日本のどこにある？」と聞いた。沙織は、「日本の最西端にある沖縄の離島にある」と答えた。スティーブンは、「俺もいきたい！ダイビングのライセンスを持ってるんで潜りたい」と言った。勇斗はスティーブンに、「それなら海底遺跡コースがある」と言った。スティーブンは、「おもしろそうなポイントだ！」と言った。勇斗は、「そうだろう」と言った。スティーブンは、「俺はドルを円に為替できる銀行を探しにいってくる！適当にホテルも探すよ！」と言った。勇斗は、「わかった！じゃあ！また８時にここで会おう」と言った。スティーブンは、「了解！じゃあ！よろしくな！」と言って難波の街へ向かっていった。翌朝起きた勇斗は、沙織に起こされて旅の準備をしてマンションの屋上までいった。スティーブンは勇斗に、「おはよう！俺もスーツケースといっぱい着替え買っちゃったよ！」と言って勇斗と沙織を出迎えた。勇斗とスティーブンと沙織は難波の街まで来て、難波ウォークの地下街を歩いていって、OCATバスターミナルに着いて関西空港行きの高速バスに乗っていった。関西空港に着いた勇斗と沙織とスティーブンは、検査を通ってJALで石垣空港行きのフライトに乗っていった。石垣空港に着いた勇斗と沙織とスティーブンは、歩き乗り継ぎの小型飛行機に乗って与那国島へ向かっていった。与那国島に着いた勇斗とスティーブンと沙織は、３日後の帰り便まで自由行動になった。勇斗と沙織はアイランドホテル与那国へ向かった。スティーブンはスキューバダイビングショップのあるホテル入船へ向かった。チェックインを済ませた勇斗と沙織はチェックインを済ませたスティーブンと約束の時間に居酒屋で合流して焼肉を食べながらカシスオレンジとレモンサワーと焼酎などを呑んで雑談をした。スティーブンは勇斗に、「俺は宇宙飛行士をやっている！宇宙と海底は近いと思っている。浮遊しているし無重力で深海にまだ見たこともない珍しい生物がいるし未知なる世界がある」と言った。勇斗は、「そうだよな！海は生命の源なんだよね！」と言った。沙織はスティーブンに、「宇宙飛行士をしてるんですか！すごいですね！」と言った。スティーブンは、「火星探査機の異常で火星にいったときにパピュラス星人が火星スペースコロニーを襲ってきたら、火星スペースコロニーを破壊した。そして、パピュラス星人が地球にやってきて、ロスの街を壊滅状態にした。俺たちはジークバスターズという集団と手を組んでパピュラス星人を殲滅した」と言った。沙織は、「今から20年後に火星スペースコロニーが出来てるんです！」と言った。スティーブンは、「もうすでに火星スペースコロニーは建設中でNASAが隠してるだけなんだよ！」と言った。勇斗はスティーブンは、「スティーブン！そう言えば日本語がうまいな！いつから習った？」と聞いた。スティーブンは、「中学生の頃から日本の文化に興味があってか日本語を習っていた。いつかは日本に来てみたかった！」と答えた。勇斗は、「そうなのか！」と言って、「日本で一番興味があるものはなんだ？」と聞いた。スティーブンは、「サムライとニンジャ」と答えた。勇斗と沙織はスティーブンと色々と雑談して、お互いのホテルへ戻って休んだ。翌日の朝に目覚めた勇斗と沙織は、支度してホテルから出てバスに乗って、東崎で降りて展望台と灯台に行ったら、台湾の大陸が見える西崎で降りて、展望台と灯台に行って、立神岩で降りて展望台に行っら、ナーマ浜に降りた。道路にも公園にもあちこちに与那国馬のフンが落ちていた。勇斗と沙織はナーマ浜で青い海を眺めながら砂浜の上に座った。ジェットスキーを３時間までレンタルをするショップの店員が約束の時間どうりにレンタルジェットスキーを持ってきた。勇斗と沙織は衣服の中に水着を着てジェットスキーに乗って与那国島の南側へぶっ飛ばしていった。スティーブンは朝起きて支度してホテルの入口でショップの送迎車を待った。送迎車が来たら送迎車に乗って南側にある港へ向かった。港に着いたスティーブンは、水着の上にウェットスーツを着てからタンクとレギュレータを取り付けたBCDジャケットを背負って船に乗って海底遺跡と違う地形のポイントへ向かった。地形ポイントに着いたスティーブンはスノーケルの付いたマスクを被って両足にシューズを履いてフィンを取り付けて両手にグローブをはめた。スティーブンは船の上からマスクを持って座ったまま後ろ向きで海にダイブした。スティーブンは水面でBCDジャケットの空気を抜いて海に沈んでいった。スティーブンは２７メートル下へ潜る地形コースを進んでいって、潜水時間４０分で浮上していった。スティーブンはフィンをはずして船上に乗ったら、タンクとレギュレータを取り付けたBCDジャケットを脱いでタンクを降ろして付け替えた。スティーブンはタンクとレギュレータを取り付けたBCDジャケットを背負って船が海底遺跡のポイントへ向かった。海底遺跡のポイントに着いたスティーブンは、両足にフィンを取り付けてマスクを持って、後ろ向きで海にダイブした。スティーブンは海水面上でBCDジャケットのエアを抜いて海に沈んでいった。スティーブンは巨大な競技場ほどある海底遺跡まで１８メートルから２０メートルほど潜っていった。海底遺跡には門や階段と水路や柱穴があることから巨大神殿のようであるが、人工的に出来たものか自然に出来たものか水中考古学者も謎である。水中考古学者はカメの形の巨岩や古代文字などあることから巨人説やヌー大陸説などがあった。スティーブンは幸いにも南風があるときは潜れなかった神秘の海底遺跡をバディと一緒にアーチ型城門をくぐり抜けてメインテラスを進んだときにウミガメに出会った。スティーブンはウミガメに出会うと、幸運が宿ると聞いてラッキーに思った。スティーブンとバディは海底遺跡が激しく揺れ始めてメインテラスにしがみ付いたまま段々と水面までに立ち上がってきた。勇斗は沙織を後ろに乗せたジェットスキーが海底遺跡ポイントの近く突っ走ってたら海底遺跡が水面から６メートル立ち上がった大波が起きて猛スピードでぶっ飛ばしていった。石垣島のビーチで泳いで遊んでる若者たちは、大波がやってくるのに気づいて逃げ惑った。サーファーたちは絶好の大波に乗ってやろうと大波が来るのを待って大波がきたら、サーフィンに立って大波に乗っていった。スティーブンとバディはメインテラスに立ち上がって、グローブとフィンをはずしてタンクとレギュレータを取り付けたBCDジャケットを脱いで降ろした。勇斗は大波を振り切って、沙織を乗せたジェットスキーを海底遺跡のところまで飛ばしていった。勇斗は海底遺跡のメインテラスにいるスティーブンのところまで来た。勇斗はスティーブンに、「この古代遺跡なんだ？」と聞いた。スティーブンは、「海底に沈んだ古代遺跡が立ち上がったって感じだ！」と答えた。スティーブンは、「ジェットスキーの免許を持ってたんだ！」と言った。勇斗は、「そう！２日で取れた」と言った。バディの町田義和（まちだよしかず）はスティーブンに、「船がやってくるぞー！」と言って船のほうへ振り向かした。船は海底遺跡メインテラスにいる勇斗たちのところにきた。森脇船長は義和に、「町田君！港に戻るぞ！」と言った。義和は、「はい！わかりました」と言ってスティーブンと一緒に船に乗ろうとしたときに海底遺跡の拝所のほうで大きな物音がした。スティーブンと義和はダイビング機材などを船上に置いた。水中考古学者でもある森脇船長はミステリアスな海底遺跡が気になって探検することにした。森脇博士は船の錨（いかり）を海に投げて海底に沈めて固定して義和に船と繋がったロープを投げてループ道路を通して二枚岩にもやい結びさせて勇斗に船と繋がったロープを投げてジェットスキーにもやい結びさせた。勇斗と沙織とスティーブンと義和と森脇博士は、巨人の階段を上がって、海底遺跡の拝所のほうへいった。拝所に着いた勇斗たちは、柱穴から建ち上がった寺院だと見た。森脇博士は考えながらカメのモニュメントの頭の象形文字の一種のカイダ文字を見てカメのモニュメントの頭に乗った。カメのモニュメントの頭が下がり始めた。カメのモニュメントの頭がボタンのようにスイッチオンされて、海底遺跡に何か変化が起きた。寺院の扉が開いた中から太陽の神のアマテラスオオミカミが現れた。アマテラスオオミカミは勇斗たちに、「１７７３年以来に光の宮殿から太陽光が集まって、今こそ海底都市が蘇る。なぜ子孫を天皇に命じて以来は三種の神器の草薙の剣を壇ノ浦でなくして即位した後鳥羽天皇が鎌倉幕府に貸しとしたうえで新たな宝剣で神器を奉じた原因で乱を起こしたりして中央政権で天皇の代わりに江戸幕府を立ち上げたりしたのか？」と聞いた。勇斗は、「徳川家康は天下統一を果たして天皇から征夷大将軍として江戸幕府２６０年も続いた」と答えた。アマテラスの弟の破壊神スサノオノミコトと守護神の牛頭天王（ごずてんおう）が争いながら現れた。スサノオノミコトが牛頭天王を剣で刺そうとしたときをアマテラスオオノカミが止めた。アマテラスオオミカミはスサノオノミコトに、「スサノオ！やめなさい！同体なのだから祇園精舎でどちらが守護神を決めるのはどうでもいいではないか！」と言った。スサノオノミコトは牛頭天王に、「我こそは厄祓いの天道神だ！」と言った。牛頭天王は、「我こそは厄祓いの武塔神だ！」スサノオノミコトと牛頭天王は争いをやめた。弟のツクヨミノミコトが現れた。ツクヨミノミコトはアマテラスオオミカミに、「大変だ！海底都市が目覚めようとしてます」と言った。スサノオノミコトはアマテラスオオミカミに、「姉上！半魚人らが攻めてきたら大変だ！早く海底都市へいこう！」と言って、アマテラスオオミカミとスサノオノミコトと牛頭天王とツクヨミノミコトは寺院に入っていった。森脇博士は、「海底遺跡下に海底都市があるはずだ！」と言ってカメのモニュメントを探ってみた。森脇博士はみんなに、「カメは崇拝者の神と祀られた。カメのモニュメントの上に乗ってみてくれ！」と言って勇斗と沙織とスティーブンと義和と森脇博士はカメのモニュメントの上に乗った。カメのモニュメントの胴体が下がり始めた。カメのモニュメントが下がり終わると、勇斗たちの足元が揺らぎ始めて、カメのモニュメントの頭と胴体は崩れ落ちていった。空洞の穴に沙織が落ちかけて勇斗が沙織の両腕を掴んで引っ張り助け出して空洞の中を見渡せば中心軸の広い螺旋階段があった。勇斗たちは螺旋階段を下りていった。螺旋階段を降りた勇斗たちは洞窟を歩いていって、洞窟を出て海底都市の光景を見た森脇博士は、「これが日本のアトランティスなのか！」と言った。勇斗たちは魚が泳いでる海底なのに呼吸ができてる理由として海底都市だけ囲むようにバリケードを張って海水の侵入を防いで石板で出来た建物が広い範囲で並んだ道をまっすぐ歩いていったら、高さが１３２メートルの階段のある四角い石が積み重なったピラミッドが見えた。勇斗たちはピラミッドのところまで来て、ピラミッドの階段を上っていった途中で海砂から剣を持ったミイラ兵たちが現れた。勇斗は黒頭巾に黒装束の忍者となって、ピラミッドの階段を飛び降りて海砂にいるミイラ兵たちのところへ向っていった。スティーブンは勇斗に、「やっぱり忍者だったのか！俺もいくぜ！」と言ってスティーブンもピラミッドの階段を飛び降りて海砂にいるミイラ兵たちのところへ向っていった。勇斗は空港検査場で金属類の通らない斬妖刀を持ってこれなかったから忍術と素手で戦うことにした。勇斗は海水の入らない霧が吹いている海底で火炎火遁術を使えずにミイラ兵たちの剣を奪って斬り裂いて蹴り飛ばしてバラバラに砕いていった。スティーブンも同じくミイラ兵たちが剣を振り回してくるが、マーシャルアーツでパンチとキックしてバラバラに砕いていった。勇斗とスティーブンはミイラ兵たちがようやくしずまって再びピラミッドの階段を上っていって、ピラミッドの中間地点にいる沙織と義和と森脇博士のところまで戻ってきた。勇斗はピラミッドの真ん中で階段がある側の反対側に石の積まれてない穴が気になって覚えていた。勇斗はみんなを石の積まれてない穴へ連れていった。勇斗たちは石の積まれてない穴の入口に入って階段を下りていくと、誰が点火したか知らないかがり火と壁に刻まれたカイダ文字のある通路を進んでいったところが行き止まりだった。そこに猟銃を持った男たちが現れた。リーダーは勇斗たちに、「ご苦労様！私は秘宝ハンターのマービン・モリスだ！」と言ってマービンと３人の男は森脇博士と義和と沙織とスティーブンに猟銃を向けた。マービンは勇斗に、「忍者君よ！仲間たちが殺されたくなかったらこの壁の奥へ進め！」と言った。勇斗は、「こんな厚い壁じゃ忍術を使っても破壊できない！」と言った。森脇博士は勇斗に、「相生くん！私は水中考古学者だ！カイダ文字を解読していくから壁の仕掛けをパズルのように解いていくぞ！いいかね！」と言った。勇斗は、「どうすればいい？」と聞いた。森脇博士は、「手順を教えるから私のいうとおりにやってくれ！」と答えた。勇斗は、「了解！」と言った。森脇博士は、「これは沖縄の王朝と繋がりがあって古代にも王がいた。恐らく王が食べていたものだと思う。壁に縦４０センチ横４０センチ奥行４０センチの四角いブロックで出来てる。それが7段に重ねられて１９列に並んでいる。１ブロックごとにカイダ文字が刻まれている。まず米の12列の７段と５段のブロックと１１列と１３列の６段のブロックを押せ！」と言った。勇斗は12列の７段と５段のブロックと１１列と１３列の６段のブロックを押して見た。森脇博士は、「今度は魚の１２列の３段と１段のブロックと１１列と１３列の４段のブロックを押して！」と言った。勇斗は１２列の３段と１段のブロックと１１列と１３列の４段のブロックを押してみた。森脇博士は、「次は大根の１１列と１３列の２段のブロックを押した最後に豆の１２列の４段のブロックを蹴り落とせ！」と言った。勇斗は１１列と１３列の２段のブロックを押してから、１２列の４段のブロックを蹴り落とした。勇斗は１１列と１２列と１３列の残ったブロックが崩れ落ちて重なったブロック屑を蹴り飛ばした。勇斗たちは壁の間にブロックが崩れてできた隙間から中へ入っていった。勇斗は通路を先へと進んでいくと、足元に1メートルほどの細い石の塔が下がり始めていくつもの壁の穴から小さな槍が低い位置からも高い位置からも飛びかかって側転してバク転してバク転して避けていって、際どい通路を通過した。マービンは再び細い石の塔が上がり始めて四角いブロックを石の塔の上に重ねていった。そして、いくつもの飛び交う小さな槍を防いだ。マービンたちは人質を連れてきわどく狭い通路を通過してきた。次なる通路に進んでいった勇斗は、通路の向こうに何かが仕掛けられていると認識したら黒頭巾をはずして投げたら黒頭巾が真っ二つに切れた。勇斗は大きな円形の剃りが壁から素早く横向きに回転しながら、直径１５０センチ右上に現れて縦に向きに回転しながら、直径７０センチ左下に現れた。勇斗は呼吸を合わせて通路を進んでいったら、大きな丸い円形の剃りが右側の壁から現れてしゃがんで避けて左側に現れて柔道の受け身で避けて右側に現れて左側の壁に向かって走って飛んで壁を蹴って避けた。大きな円形の剃りの回転が止まった。マービンたちは人質を連れて通路を渡ってきた。勇斗たちは石室に入っていって大量の銅鏡に囲まれた棺を見た。マービンたちは人質を解放して棺を開いて見ることができた。棺を開いたマービンたちは、どこかの女王と思える生々しいミイラを見てミイラの周りに装飾品と武器と金印が備え付けてあることが解った。金印を持ってみた森脇博士は、マービンに、「邪馬台国（ヤマタイコク）の倭の女王の卑弥呼のミイラだ！卑弥呼の遺体は邪馬台国の跡がある熊本から消えた」と言った。マービンは、「その金印をよこせ！あと装飾品と武器を私がいただいていくぞ！」と言って森脇博士に猟銃を向けた。３人の男は勇斗たちも猟銃を向けた。勇斗はマービンに、「どういうつもりなんだよ！」と聞いた。猟銃を構えたマービンは、「秘宝は手に入った！おまえたちにはもう用がない！ここで死んでもらう！」と答えた。森脇博士は、「売れば高額になるだろうが金印はいらない」と言ってマービンに金印を投げて手渡した。マービンが金印をズボンのポケットに入れた途端に大量の銅鏡が浮かび上がってピラミッドの天辺へ石室の天井の四角い穴から長い空洞を通っていって、四角い穴からいくつか外に出て光の宮殿に集まった光を銅鏡に照らして天辺の四角い穴から一つずつ並んだ銅鏡に反射させて、長い空洞を伝って並ぶ銅鏡に反射させていくつか石室に残った銅鏡に反射させると、卑弥呼のミイラの身体に照らした。ミイラから蘇った卑弥呼が目を開いて体を起こし始めると天井に浮かび上がっていってから浮かんでいる大量の銅鏡を下ろして、元に戻していった。卑弥呼はマービンに金印を戻せと言った顔で向かっていった。マービンは卑弥呼に猟銃を向けて撃とうとしたが、ズボンのポケットの中の金印が燃え始めて、ズボンのポケットから金印を取り出した。マービンは金印を持っているには熱くて持っていられなくなっていって、金印を持っている手から腕が燃え始めて金印を手放しても両腕が燃えて胴体から両足まで燃えて顔が燃えて倒れた。３人の男は卑弥呼に猟銃を向けたけど、猟銃を捨て石室から外へ逃げていった。卑弥呼は落ちている金印を手に吸い取った。卑弥呼は天井の四角い穴から長い空洞を通っていって、四角い穴を出てピラミッドの天辺に現れた。卑弥呼は邪馬台国で倭女王として、１０００人の民衆と暮らした中国の三国志の魏（ぎ）のある朝鮮半島南部の王族出身の卑弥呼が魏帝から金印と銀印を授かって邪馬台国の倭女王の即位前に倭国大乱が起きて長い年月の末に年を経て没後に中世の戦国時代のような第二次倭国大乱が起きて、後継者争いをした。卑弥呼は後継者に孫のニニギノミコトにしようとした。勇斗たちはピラミッドの中から出ようとして出口へ向かっていった途中で仕掛け槍に刺さった３人の男のお陰で出口までたどり着いてピラミッドの外へ出た。勇斗たちはピラミッドの天辺にいる卑弥呼の見える反対側の階段までいった。勇斗は、「あれはアマテラスじゃないのか！卑弥呼はアマテラスだったのか！俺たちが見た卑弥呼はタダの幻影だったなんてな！」と独り言を言った。スティーブンは森脇博士に、「アマテラスはなにをしようとしているんだろう」と聞いた。森脇博士は、「アマテラスは１０００人の民衆を蘇らそうとしてるが、なにか様子がおかしいようだな！」と答えた。義和はスティーブンに、「右手に金印を持っている！たぶん金印に銀印が必要だ！そのために何かを探してるのだろう。そして、倭人の復活を試みてる」と言った。スティーブンは、「倭人とは？」と聞いた。義和は、「古代中国から見た日本人の呼び名だよ！」と答えた。沙織は勇斗に、「卑弥呼の後継者はアマテラスだったの？」と聞いた。勇斗は、「卑弥呼はアマテラスだったんだ！」と答えた。沙織は、「アマテラスは何者なの？」と聞いた。勇斗は、「アマテラスは弥生時代の邪馬台国の女王でうけひ巫女として鬼神に使える鬼道だ！狗奴（くぬ）の国王でアマテラスの弟のスサノオと争いを止めてアマテラスの玉とスサノオの剣をうけひ交換すると、アマテラスの玉に３柱の女神とスサノオの剣に５柱の男神が現れた。出雲大国の王オオクニヌシは義父スサノオからアマテラスに国を受け渡した。アマテラスは邪馬台国の重臣の難升米（なしめ）を魏に送って狗奴国と戦わせた。難升米は大和朝廷の重臣となってアマテラスが亡くなった後で第二次倭国大乱が起きてアマテラスを裏切って邪馬台国を滅ぼした。アマテラスの子孫のカムヤマトイハレビコトノミコトが日向の国から大和の国まで向かっていって、日本建国を築いてから初代の神武天皇となった。アマテラスの子孫である崇神天皇の子ヤマトタケルから伊勢神宮に移った」と答えた。突如と半魚人が海のバリケードを突き抜けてピラミッドの天辺にいるアマテラスの近くに降り立った。古代魚のような半魚人はアマテラスノオオノカミの金印を奪おうとした。アマテラスノオオノカミは半魚人を吹き飛ばしていったら、金印に祈って黄色い獅子を呼び寄せた。半魚人は着てる衣服から取り出した銀印に祈って白虎を呼び寄せた。黄色い獅子と白虎は牙を剥き出して咬みつきあって爪で攻撃していった。半魚人は呪文を唱えてピラニアのような肉食魚の群れを呼び寄せて、海のバリケードを突き抜けてアマテラスオオノカミに襲いかかっていった。アマテラスオオミカミは肉食魚を手のひら放った炎で焼き払っていった。勇斗は沙織を置いてミイラ兵と戦ったときに使った剣を拾って半魚人のとこで立ち向かった。半魚人は剣を取り出して、勇斗と剣の斬り合いとなった。勇斗は鱗の半魚人を斬り裂けなくて打ち止めれなかったときにアマテラスオオミカミが投げ落とした火焔の勾玉を拾い取った。アマテラスは勇斗に、「その火焔勾玉を持って闘志を燃やせば炎の威力が出て炎の剣になる！」と言った。勇斗は闘志を燃やして剣を構えると炎の剣になって炎の剣を半魚人に振り回して蹴ってから炎の剣で斬り裂いてジャンプして避けて後ろから斬り裂いて半魚人を倒した。白虎を倒した黄色い獅子は、どこかへ消えていった。アマテラスオオミカミは倒れた半魚人の近くに落ちてある銀印を手に吸い取っていった。アマテラスオオミカミはピラミッドの天辺で右手に金印と左手に銀印を持って天に向けて合わした。すると、アマテラスオオミカミの持った金印と銀印が太陽の光を放って海底都市にいる倭人の民衆たちを蘇らした。海底都市の民衆たちが戯れていたときに、日蝕が起きて光の宮殿に集まった光が閉ざされていった。アマテラスに異変が起き始めると、民衆たちも異変が起きた。森脇博士は、「天然痘という危険なウィルスの疫病だ！昔にアマテラスと倭人たちは疫病で滅んだ！」と言った。アマテラスオオミカミはピラミッドの天辺の四角い穴から長い空洞を下りていって、四角い穴を出て石室の棺で元の状態に戻った。アマテラスオオミカミは閉じたら棺で乾燥したミイラとなった。民衆たちは倒れ込みミイラとなって砂に戻った。勇斗たちは地震のような揺れを感じてカメのモニュメントの螺旋階段を目掛けて走っていった。勇斗たちはカメのモニュメントの螺旋階段を上っていって、外に出た。スティーブンと義和と森脇博士は船のところまで行って、乗り込んで錨を上げて二枚岩に繋いだロープを解いた。勇斗と沙織はジェットスキーに乗って船に繋いだロープを解いた。森脇博士は急いで船に乗って舵をとり始めた。勇斗は後ろに沙織を乗せたジェットスキーを飛ばしていった。カメのモニュメントは元の状態に戻っていって、ブロックされた。そして、海底遺跡は二枚岩にロープを結んだまま段々と海に沈んでいった。与那国島の北側のナンタ浜に着いた森脇博士は船の錨を下ろした。ナンタ浜に着いた勇斗は、ジェットスキーを船上に閉まったロープを船に繋いでもやい結びをした。森脇博士と義和とスティーブンはナンタ浜で船を降りた。勇斗と沙織はナンタ浜でジェットスキーを降りた。浜で勇斗は森脇博士に、「マービンはアマテラスの金印が欲しかったのかな？」と聞いた。森脇博士は、「いや！違うね！本当は三種の神器が目当てだっただろう」と答えた。勇斗は、「三種の神器とは？」と聞いた。森脇博士は、「アマテラスの隠れ家の天岩戸（あめのおわと）の洞窟に八百万（やおと）の神たちによって奈良の天香久山（あめのかぐやま）で作られた八咫鏡（やたのかがみ）と八百万の神々たちがタマノオヤノミコトに作らした八尺瓊勾玉（やさかにのまがたま）と荒々しいスサノオは出雲で八首八尾の巨龍で大魔獣の八岐大蛇（ヤマタノオロチ）の剣で首と尻尾を切り落として退治したときに、尻尾から出てきた草薙剣（くさなぎのつるぎ）の三種の神器という秘宝をアマテラスに手渡した」と答えた。勇斗は、「三種の神器はどこにあるんですか？」と聞いた。森脇博士は、「アマテラスは住んでいる高天原（たかまがはら）から孫のニニギノミコトを葦原中国（あしはらのなかつくに）へ天下りするに三種の神器を授けた。八咫鏡は、「我が魂として祀れ！」と言ったのちに崇神天皇のときに倭（やまと）の笠縫邑（かさぬいむら）に祀られて、垂仁天皇のときに伊勢神宮に祀られた。草薙剣は崇神天皇の皇子のヤマトタケルによって、東征に際して伊勢斎宮の垂仁天皇の皇女ヤマトヒメノミコトに授けられた。その後、熱田神宮で神体として祀られた。平安時代末期に草薙剣は壇之浦の戦いで源氏の源義経によって平家が負けることが確実になって平清盛の妻の平時子は８歳の孫の安徳天皇と一緒に壇之浦の海に沈んで紛失した。後鳥羽天皇は４歳にして三種の神器が揃わずに仮の宝剣で即位した。八尺瓊勾玉は神武天皇の即位のときに宮中に残された」と答えた。勇斗は、「そうですか！海底都市で輝かしい光景を見ましたが残念であった！」と言った。森脇博士は、「そうだ！アマテラスは子孫の天皇を神として祀れ！」と言った。森脇博士は波が静まってきたところで船の錨を上げて義和とスティーブンを乗せて南側の港へ向かっていった。勇斗と沙織をジェットスキーに乗せてナーマ浜へ向かっていった。港に着いた森脇博士と義和とスティーブンは、送迎車でショップとホテル入船へ戻っていった。ナーマ浜に着いた勇斗と沙織は、ジェットスキーを返却してバスに乗ってアイランドホテル与那国へ戻っていった。


 
 





戦国の嵐に呑み込まれた小型機


 翌朝起きた勇斗と沙織は支度してから朝食を済ましてアイランドホテル与那国を出た。スティーブンは支度と準備をして朝食を摂ってホテル入船を出た。勇斗と沙織とスティーブンは与那国空港で合流したら関西国際空港から乗り継ぎで石垣空港まで小型機に乗ってフライトした。機内でスティーブンは勇斗に、「半魚人はなんで金印を奪おうとした？」と聞いた。勇斗は、「古(いにしえ)に半魚人はアマテラスの銀印を奪えても金印を奪えなかった半魚人族が海底都市を乗っ取れずにいたんだよ」と答えた。森脇博士と義和はファンダイブのために船で宮古島へ向かった途中で南側の海底遺跡があるところから積雲のような赤紫色の煙が空高く流れていってるのを見たら、勇斗たちを乗せた小型機は赤紫色の煙に巻かれていって、不思議に小型機の機体が消えた。森脇博士は気のせいだと思って船を動かした。森脇博士の舵をとる船は、宮古島でダイバーたちの憧れる日本のブルーホールと言われた通り池に近づいてきた。森脇博士は義和に、「昔に漁師が通り池で釣りをしていたら、誤って人魚を釣ってしまって家に連れ戻って食べたという話を知ってるか？」と聞いた。義和は、「いいえ！知らない」と答えた。義和は、「通り池は海から洞窟を通っていって、池に入る前に海の海水と池の淡水でエメラルドグリーンの綺麗な情景が見えるんですよね！」と言った。森脇博士は、「そうだ！海にの壁があることを知っていたか？」と聞いた。義和は、「もちろんですよ！暖流でしか泳げない魚と寒流でしか泳げない魚のいることで海の壁と言われてるんですよね」と答えた。森脇博士はラジオのニュースを聴いていると与那国空港を出発した便が石垣空港に予定時刻よりも２０分遅れで到着してないとアナウンスで言っていた。森脇博士は、「思ったとおりだよ！あの赤紫色の煙はアマテラスの呪いの層かもしれない」と言った。勇斗たちの乗った便は石垣空港に滑走路が見当たらなかったために無事着陸できないまま関西国際空港へ向けていった。パイロットは管制塔に応答できないままであった。勇斗たちと他の乗客たちは不安を抱き始めて、キャビンアテンダントのCAに問い合わしてみた。CAは石垣空港には到着できませんでしたが、関西国際空港へ直行してますと言った。勇斗は関西国際空港の関空へ直行してるだなんて何かに異変を感じた。長い空路を経た小型機は関空を目掛けて着陸体制に入った。パイロット二人は石垣空港と同じで関空に滑走路が見当たらないから燃料を考えて琵琶湖周辺地帯に緊急着陸することにした。パイロットは広い砂地を選んで車輪を下ろした。CAは乗客に緊急着陸を知らせたうえ座席に座ってシートベルトを閉めた。小型機は着陸して突っ走って、揺れながら轟音を響かせて盛り上がった砂山のところで止まった。男性でパイロットと女性でCAの二人は、勇斗たち合わせた乗客１６人を安全確認した。そして、小型機から皆んな外に出ていったら、甲冑を背負った武士たちがこっちに向けて長槍と弓を構えていた。勇斗はスティーブンに、「どうやらフライト中に赤紫色の煙に巻かれたときにワープしたらしい」と言った。勇斗は、「ここが戦国時代なのか！」と言った。スティーブンは、「向こうから馬に乗ってくる侍は誰なんだ？」と聞いた。勇斗は、「あれはもしかしたら織田信長だ！」と答えた。馬から降りた信長はパイロットに、「何事じゃあ！宇宙からやってきた侵略者か申せてみい？」と聞いた。パイロットは、「いえ！私たちは遠い未来からきた」と答えた。信長はスティーブンに、「おぬしは南蛮人のようだが、どこの国の馬の骨だ？」と聞いた。スティーブンは、「アメリカです！」と答えた。信長は、「アメリカはどこにある？」と聞いた。スティーブンは、「太平洋をまっすぐ渡っていったところにあります！まだスペインの植民地でもなければイギリスの植民地でもない。インディアンの遊牧民族が住んでるだけでまだアメリカはない」と答えた。信長は武士たちに、「みなのもの！銃を下ろせ！慌て者たちを足軽に使うから引っ捕えろ！」と言って勇斗たちを縄で縛って安土城の屋敷の檻へ連れていった。勇斗たちは軍兵に八角形の６階建の安土城に連れてこられた。勇斗たちは安土山の石の階段を上っていって、豪華絢爛な安土城を見て信長の強さを感じた。勇斗はスティーブンに、「幻の安土城は見たことがあるが本物は見たことがない」と言った。スティーブンは、「信長は金を好んでいたから天主閣が金色と青色だ！中も金色か？」と聞いた。勇斗は、「中は金箔の襖で赤漆の柱だろ」と答えた。勇斗たちは屋敷の檻に入れられた。室町時代後期と安土桃山時代を戦国時代と呼ばれる中世にアジア征服と天下の統一の信長の野望が始まった。信長は大名の大きさを見せるために村人に金や絹などを与えて戦（いくさ）のない平和な時代を考えて刀狩りを実施していたが、尾張の国を統一した後で京へ通過地点である美濃（みのう）の国を攻めるために石垣の城の発祥地と思われる小牧城を築いて清須から移転して美濃国を攻めたときに、村人まで襲って危害を与えた。毛利元就は３人の息子の長男の隆元と次男の元春と三男の隆景に１本の矢は簡単に折れるが３本まとめて折ろうとして容易に折れなかった。みなで心一つにすれば毛利家が敗れることない三子教訓状を言い渡した。豊臣政権五大老の一人で隆元の息子の輝元は、小早船６００隻と焙烙玉（ほうらくだま）を放った海の侍の村上海賊が信長の鉄甲船６隻と衝突して木津川口の戦いが起きた。信長は佐渡島の鉱脈で採れた銀と引換に、ポルトガル商人から鉄砲３０００丁と弾丸５０００発を持っていた。スペインのよりも日本の鉄砲と弾丸は鉄を叩いて作るから強度が高く世界一の鉄砲と呼ばれていた。輝元は小早船から大砲を撃っても信長の頑丈に出来た鉄の船の鉄甲船から大砲で攻撃されて小早船が沈没していった。輝元の大船軍は信長の軍船と衝突して第二木津川口の戦いが起きた。輝元は豊臣秀吉の手伝いで兵糧を運ぶ巨大な安宅船を守りし川に入っていったら、同じ戦略と見せかけた織田軍が陸から大砲で撃っていった。輝元の大船体は世界初の株式会社でオランダ商人たちが築いた小さい国オランダ東インド会社から大砲を入手した信長の戦略の鉄甲船が敗れた。信長は夜にいくつか灯籠が輝く安土山の南蛮文化の安土城に丹波国を治めた明智十兵衛光秀を招いた。信長は光秀に、「次は石山本願寺を焼き討ちにしろ！」と聞いた。光秀は、「はあ！」と答えた。光秀は信長の言いなりになった。信長は明智軍を石山本願寺に攻めさせて宗主の顕如（けんにょ）から寺を勝ちとった。光秀は寺を受け渡した顕如に申しわけないことをしてしまったと思って織田政権に従って寺を襲わされた信長に反逆心が生まれた。信長は配下であった徳川家康と同盟を結んで武田信玄の武田家を滅ぼした後で戦力であったはずの康が必要じゃなくなった。信長は光秀に、「次は家康を討て！勢力を伸ばしてきておる！天下を取ろうとなにしてくるかわからない」と聞いた。光秀は、「かたじけない！それはできぬ」と答えた。信長は、「ならば安芸の毛利家を攻略してこい」と言った。翌朝、光秀は毛利家を攻略するのに安芸へ向かったはずだったが亀山城から光秀率いる明智軍が京の都に現れて、高松城攻めしている秀吉を支援するために上洛し本能寺に宿泊する信長の首をとりに向かっていった。史上最大の下剋上の本能寺の変が起きた。信長は夜を眠る中に本能寺の門の外から騒がしい物音で目覚めて、寺の引き戸を開けて外の様子を見た。信長は、「あの旗は明智軍の旗だ！どうして光秀が！下等め！余に背く気か！」と言った。明智軍は朝駆け６時に本能寺の門を打ち壊して進入していった。明智軍は本能寺にいる第六天魔王と呼ばれた信長を狙い攻めていった。信長は軍兵たちに護衛されて、槍で明智軍を突き刺していった。信長は明智軍兵に銃で撃たれて１０００人ぐらいの信長の兵たちが１００７４人の明智軍に囲まれた本能寺で信長を護衛しながら襖を開いていったら、奥へ奥へ奥の間へ進んでいった。信長は軍兵に、「寺に火を点けろ！」と言って間の襖に畳を被して塞いでいってから明智軍の進入を遅らせて自害を考えて軍兵を居間から外に出して本能寺が燃え上がった。光秀は本能寺が燃えた後で信長の首が見つからず天下を取ることができなかった。秀吉は信長の亡きことをすでに知っていた。天皇に命じられた統治者の秀吉は策略と天下統一を果たせようと考えた。挟み撃ちと抗戦の山﨑の戦いまでの４日間が始まった。光秀は焼失していた橋を建て直して安土城へ向かった。安土城を乗っ取る光秀は屋敷の檻に閉じ込められて奴隷となったパイロットとCA 二人と乗客１６人と勇斗と沙織とスティーブンを解放した。光秀は占拠した安土城に３日立てこもることにした。パイロットとCA二人と乗客１６人と沙織は小型機へ向けていった。勇斗とスティーブンはパイロットに、「あとでいく」と言って安土城の天主閣へ向かった。勇斗とスティーブンは軍兵に、「将軍と話したい」と言って神々しい天主閣に招かれた。光秀は勇斗に、「南蛮人か知らないが、なんの用なんだ？」と聞いた。勇斗は、「未来の彼方からやってきた忍びです！秀吉は裏切って豊臣軍が攻めてきてます！３日後に一騎討ちするでしょう！」と答えた。スティーブンは光秀に、「秀吉は家康が天下統一を果たして寒村に徳川幕府を開こうとしているので抑えようとしてます！家康を助けようとしないほうがいいと思います！」と言って、徳川幕府を開かさないことですべて歴史を変えて天皇中心のままの政権でアマテラスの呪いの層を解こうとした。光秀は、「その身をわきまえろ！おのれなんじが天下をとれぬと申すのか？」と聞いた。スティーブンは光秀に、「滅相もない」と答えた。光秀は兵を呼んで勇斗とスティーブンを天主閣から追っ払った。その日に秀吉に信長の敗北を知らせたのは豊臣軍を膳立てする渾身の黒田官兵衛だった。官兵衛から情報を知るまで一人ずつ走ってきた兵から手紙を受け取った。秀吉は毛利家と和解が成立したら、備前の国から集めた豊臣軍４３０００人を連れて安土城へ向かっていった。秀吉は、「飯を食わずして戦はできぬ」と言って占拠した城で軍兵を休ませては安土城の近くまできた。勇斗とスティーブンは小型機へ向かっていった。勇斗とスティーブンは小型機の近くまでやってきたが、パイロットとCA二人と乗客１６人と沙織の気配を感んじず機内に入って見たが気配なかった。勇斗とスティーブンはパイロット二人とCA二人と乗客16人がどこへいったか探しに向かった。勇斗は、「向こうに見える山に黒い靄（もや）のある怪しい寺があるだろう！何者かが潜んでいる」と言った。スティーブンは、「みんな何者かにあそこの寺へ連れていかれたのかもしれない」と言って勇斗と一緒に向かうことにした。山麓に着いた勇斗とスティーブンは、登山口まで闇に支配された村を歩いていくと、鴉の鳴き声が聞こえる村のところどころに烏たちが目玉をくり抜いて喰いつかれた村人の髑髏（しゃれこうべ）が転がってる。勇斗とスティーブンは登山口から山道を登っていって、怪しい寺に着いた。勇斗とスティーブンは寺内に入ったら、そこに居座る目をくらました盲目で坊主の和尚さんがこっちを見た。勇斗は和尚に、「ここに２０人ほど変わった格好したならず者たちを見ませんでしたか？」と聞いた。和尚は、「そのような者たちは見てない！」と答えた。スティーブンは和尚に、「嘘つけ！あそこに２０人ぐらいの靴が置いてある！」と言った。和尚は、「やつらは鬼の生贄だ！おまえらも鬼に喰わせてやる！」と言って数珠を持った和尚が立ち上がった。勇斗はスティーブンに、「あんまりかかわらないほうがいいみたいだ！」と言った。スティーブンは、「そのようだな！」と言って勇斗と一緒に和尚に立ち向かっていった。勇斗とスティーブンは和尚に素手で攻撃をしようとしたが、和尚の手のひらから出る気で飛ばされていった。勇斗は黒い装束を装って、忍者となって和尚の頭や胸を目掛けて手裏剣を投げたが和尚の気の力で吹き飛ばされた。勇斗は和尚に向けて手裏剣爆弾を投げた。和尚は気の力で弾き飛ばしたが弾いた力で爆発して床に伏せて倒れた。スティーブンは和尚に近づこうとしていったら、和尚がいきなり立ち上がって少林寺拳法で攻撃してきた。スティーブンはマーシャルアーツで攻撃を仕返していった。和尚はスティーブンに右手で左手で顔を打とうとしたが、スティーブンの受け身でかわされていった。スティーブンは和尚に左拳で右拳でパンチしようとしたが、和尚が黄色い着物の袖を回してスティーブンの右腕に巻き付けて留め、右手で３回掌底打ちをして、二本の指で急所の目打ちをしようとした。スティーブンは和尚の目打ちを左腕で払って和尚の後頭部にキックして右腕に巻き付けられてる袖を解き払った。勇斗は和尚に右足に左足に蹴りを入れようとしたが、和尚が攻撃をかわしたら、勇斗の左足を掴んだら顔に鉄槌打ちして、急所の金的蹴りしようとした。勇斗は和尚の顔に回し蹴りを入れて和尚が床に横たわった。パイロットとCA二人と乗客１６人と沙織は仏像のある広間からきた。パイロットは勇斗に、「どう致しました？私たちはそこの和尚さんに連れられて一膳ご馳走させてもらいました。勝手に移動してすいません！」と聞いた。勇斗は、「心配をして探しました。そこの和尚は鬼に人間を喰べさせようとしてる邪道でしかない。優しい声で誤魔化して鬼の餌食するためにここに連れてきた」と答えた。パイロットは、「そんなことはありませんよ！和尚さんは目が見えないので邪道じゃないです」と言った。勇斗は、「和尚は目が見えないふりしてる」と言った。パイロットは、「安土城の屋敷の檻で硬い千飯と木の実ばかり食べていたせいか空腹を助けてくれたありがたい和尚さんですから！」と言った。スティーブンは勇斗に、「勇斗！和尚が立ち上がって復活するぞ！」と言った。立ち上がった和尚は勇斗に攻撃しようしたら２本の生えた盗賊の酒呑童子（しゅてんどうし）が現れた。酒好きな鬼頭の酒呑童子は和尚に、「おい！和尚！その人間どもをおとなしくさせろ！今夜の酒のつまみのなますにしてくれるわ！」と言った。戸惑った和尚は、「そろそろ眠り薬の効果が現れるかと思います」と言った。CA二人と乗客１６人と沙織は突然に現れた鬼に恐怖を抱いてパイロットを残して、仏像のある広間に逃げていった。パイロットは倒れ込んで眠りに就いて仏像のある広間でCA二人と乗客１６人と沙織も眠りに就いた。酒呑童子は、「なぜあの男ふたりだけは眠らぬか？」と聞いた。和尚は、「二人はあとからやってきました！」と答えた。身長２メートルでぶっきら棒な酒呑童子は、「あの二人にやられたというのか！」と言って和尚の首を右手で持ち上げて外へ投げ込んで崖の下に落とした。和尚は烏の大群の餌食となった。勇斗は酒呑童子に、「酷い仕打ちするな」と言ってスティーブンと一緒に酒呑童子に立ち向っていった。酒呑童子は勇斗とスティーブンに、「おのれのためならなんでもする仏の教えを誤った卑怯者だ！二人まとめて血祭りにしてくれる」と言って勇斗を掴もうとしてきた。勇斗は酒呑童子に手裏剣を投げて手裏剣が酒呑童子の頭と腕に突き刺さって、手裏剣爆弾を投げて手裏剣爆弾が酒呑童子の胸に突き刺さって爆発した。酒呑童子は手裏剣爆弾が爆発してもびくともせずに頭と腕に突き刺さった手裏剣を解き払って勇斗に突進して右手で勇斗の首を掴んだ。スティーブンは酒呑童子に右足でキックしていったが、酒呑童子に右腕で払らわれた勇斗のところに謎の忍者が現れた。謎の忍者は荒塊雷遁（あらくれらいとん）の術で雷（いかづち）を手のひらから放って酒呑童子の背なに直撃した。酒呑童子は勇斗の首を掴んだ右手から離して床に落とした。酒呑童子は謎の忍者に金棒を振り回して攻撃していった。鼠色の装束を装った謎の忍者は赤い鞘から斬妖刀を抜いた。勇斗は、「斬妖刀を持ってるとはもしかして悟かな！」と呟いた。謎の忍者は酒呑童子の振り回して攻撃してくるのを避けていって、斬妖刀で攻撃していった。勇斗はすぐに謎の忍者を助けようとしたら、酒呑童子に火炎火遁の術で火炎を放って、こっちを振り返らせて酒呑童子が向かってきた。勇斗は酒呑童子に火炎風車舞の術でぐるぐると回る炎を放って酒呑童子を火達磨にした。謎の忍者は酒呑童子が体が燃えた炎を消して元に戻ったときに後ろから斬妖刀で背なを斬り裂いて倒した。酒呑童子は闇雲に吸い込まれていった。勇斗は謎の忍者に、「あのお！伊賀の里の相生悟（そうじょうさとる）ですか？」と聞いた。謎の忍者は、「そうだが！」と答えた。謎の忍者は、「おぬしはなんで名を知っている？」と聞いた。勇斗は、「俺は未来からきた相生家の末裔で相生勇斗と申す！わけあって動乱の時代に送り込まれた」と答えた。勇斗は、「俺は未来で斬妖刀を受け継いでる。物の怪退治をした」と言った。鼠色の頭巾をはずした悟は、「そんなことが起きるのか！徳川家の悪霊祓いの斬妖刀を授けられた時から妖（あやかし）を斬ることを宿命とした！」と言った。勇斗は、「どんな妖が現れるかわからない！明日まで護身のためにその斬妖刀を貸してもらえないですか？」と聞いた。悟は、「空の船のようなもので乗ってきたのか！だが斬妖刀は貸せねぇが、拙者はおまえたちを護衛する」と答えた。勇斗は、「かたじけない！」と言ってスティーブンのところにいった。スティーブンは勇斗に、「あの人は何者だろ？」と聞いた。勇斗は、「俺の遠い遠い先祖だ！」と答えた。勇斗は沙織の様子を見に仏像のある広い間に行った。勇斗は横になった沙織の背なを揺さぶってみたけどぐっすり眠り就いて起きる気配ないままに沙織の側で眠りに就いた。スティーブンと悟はパイロットを担いで仏像のある広間に連れていって、いつの間にか眠りに就いた。夜から朝が来て、乗客の若い夫婦に男の子と女の子と若いカップルの二組と若い女の4人グループと年配の夫婦と若い女の二人組の１６人とCA二人とパイロットが目覚め始めて沙織と勇斗とスティーブンと悟も目覚めた。勇斗は沙織に、「やっと目を覚ましたな！」と言った。沙織は、「あの鬼は倒したの？」と聞いた。勇斗は、「倒したさ！俺の危機のときに先祖が助けにきてくれたんだ！」と答えた。勇斗と沙織とスティーブンと悟とパイロットとCA二人と乗客１６人は、寺から外に出て烏たちの飛び交う闇に支配された村を離れていった。勇斗たちは小型機のあるほうへ目指して向かったときに、畑から毒々しい牙を剥き出した蛇のような濡女（ぬれおんな）が現れた。勇斗と沙織とスティーブンと悟たち以外にいるパイロットとCA二人と乗客１６人は拒絶して硬直したら、後ろに下がった。魔物の濡女は辺りで畑を耕している農民の男を頭から呑み込んで残骸にして口から吐き出した。悟は放電落雷（ほうでんらくらい）の術で濡女のいる雲と地上の間に落雷させて濡女に電撃ショックを与えた。濡女は悟に放電した鱗のある尻尾を振るって電撃ショックを与えた。悟は打たれた逆効果で体が痺れて倒れ込んだ。勇斗は火炎噴火山の術で濡女を囲んだ地面から火炎弾を発して濡女が砂嵐を巻き起こして砂嵐に飲み込まれて飛ばされていった。勇斗は高いところから畑の柔らかい地面に落ちて倒れ込んだが得体の知れない濡女に火炎弾が効かないと思いながらも滅入る意識を取り戻して自ら立ち上がった。濡女はスティーブンと沙織を喰いつこうと向かってきた。スティーブンは沙織を守り得意なマーシャルアーツで立ち向かおうとしたときに、立ち上がってきた悟が後ろ姿の濡女の背なを斬妖刀で斬り裂いていった。斬っても斬れない強靭な鱗である胴体の濡女は、悟に口から毒霧を放って目潰した。悟は目が見えなくなって倒れ込んだ。走ってきた勇斗は濡女の鱗のない素顔に目掛けて火炎烈火の術でものすごい勢いの炎を放った。濡女は消化していくまでに倒れ込んだ悟の持ってる斬妖刀を奪った。元に戻った濡女は勇斗に牙から毒霧を放とうとして口を開いたときに、勇斗が吹き矢で放った毒針が喉に突き刺さって痺れて踠いた。勇斗は火焔の勾玉に念じて闘志を燃やして、斬妖刀を構えたら炎の斬妖刀となって、炎の斬妖刀で濡女の鱗のある胴体を斬り裂いて濡女を倒した。濡女は蝮（まむし）となった。勇斗は毒された悟のところに行ってから、容態を窺った。勇斗は悟に、「大丈夫ですか？」と聞いた。悟は、「目が見えねぇ！この赤紙に包んでる解毒剤を口に注いでこの竹筒の水を飲ませてくれ！」と答えた。勇斗は、「わかった！」と言って悟の口内に解毒剤を注ぎ入れた水を飲ました。悟は目がぼやけてきたら、段々と景色が見え始めて回復してきた。勇斗は悟のところにきていたスティーブンと一緒に悟を肩を組んで立ち上げた。勇斗は炎の消えた斬妖刀を鞘に閉まってから悟に返した。勇斗は悟に、「俺たちは信長の囚われの身となっていた。明智軍が信長の宿泊していた本能寺を攻めて信長を下して光秀が安土城を乗っ取ってから屋敷の檻から解放された。光秀は信長の首を見つけられずに天下を取れなかった！」と言った。悟は、「家康の忍びだと思った信長の次男の信雄は伊賀の里を攻めて相生家の名誉を賭けて戦ったことがあった！信長の嫡男で天皇に見放された大将軍の信忠が信長の亡き後で宿泊していた妙覚寺から二条御新造に移って明智軍と抗戦した。信長と碁を打つ僧侶の月海（げっかい）は、信長に頼まれて切腹して斬首した信長の首を風呂敷に碁盤と一緒に包んで寺から持ち去った！」と言った。勇斗は、「そうなのか！」と言った。悟は、「今日はこの近くにある旅館で泊まってほしいです。助けてくれたご褒美として、みなさんにも海鮮料理などのご馳走もあり温泉もあります」と聞いた。勇斗は、「この辺でおいとまさせてもらう」と答えた。悟は、「空の船に乗っていっても未来へ帰れるかわからなぇだろう」と言った。勇斗は、「いや！ここは鎮圧された乱世だから、安全な場所へいきたい」と言った。悟は、「そうか！無理はいやしねぇ」と言った。勇斗は、「お言葉に甘えて旅館でご馳走になろう！パイロットに説得しておく！さっき見たら匠に研ぎ澄まされた斬妖刀だった」と言った。悟は、「徳川の家紋入り斬妖刀を服部半蔵から授かったばかりだっからよ！」と言った。勇斗は沙織とスティーブンとパイロットとCA二人と乗客１６人を呼んで悟を先頭に旅館へ向っていった。旅館に着いた勇斗たちは決まったグループたちで部屋に別れた。そして旅館広間で琵琶湖八珍の海鮮料理をご馳走になった。スティーブンは勇斗に、「琵琶湖で採れたフナの刺身はまずかったけどマスなどは美味しかった！」と言ってみんな元の時代に戻れるのか不安を解消していた。そして塀の仕切りのある露天風呂に男湯と女湯に別れてグループごとに入っていった。戦国時代はどこにいくにも廁（かわや）というものがなくて山のほうへいってやるか外にある廁で用を足すしかなかった。スティーブンは旅館の玄関にある怪しい女性の浮世絵を通り過ぎて外に出て、山のほうへ用を足しに向かった。屏風絵の女性が浮かび上がって外へ向かっていった。スティーブンは険しい夜道を歩いていったら、肩を掴まれた様で首筋がひやっとした。そしたらスティーブンの後ろから悟が問いかけてきた。悟はスティーブンに、「おい！おまえの肩に妖がまといついて浮かんでるぞ！後ろについたままだ！」と言った。スティーブンの首筋を掴んだぞぞ神の震々（ぶるぶる）が現れた。震々はスティーブンの首を離して悟のところで消えたり現れたりした。悟はめそめそしい奇妙な震々を斬妖刀で斬れずに震々が現れたときを狙って荒塊雷遁の術で雷の玉を手のひらから放って震々に直撃した。半殺しにされた震々は堪忍したら浮遊しながら旅館の玄関の屏風絵の中に戻っていった。スティーブンは悟に、「助けてくれてありがとう！」と言った。悟は、「おい！やっぱりここにいたのか！震々はたまに悪戯をしたがる妖だ！人には危害を与えねぇ！」と言って旅館の玄関まで入っていった屏風絵の妖に呪文を唱えて封印した。勇斗たちは旅館で一夜を過ごして翌日の朝を迎えた。勇たちは朝起きて朝食に梅おかゆと鮭の塩焼きを食べて旅館を出た。勇斗たちは小型機のあるほうへ目指して先を進んでいった途中で蟲の大群に襲われた。勇斗たちは逃げ惑いさまよう蟲の大群が集まって蠅男となった。勇斗は蟲の大群に、「蟲の大群は蠅だったのか！」と言って蠅男のほうへ向かった。勇斗は蠅男に、「人間の匂いを嗅いできたか？どうするつもりだ！」と聞いた。蠅男は、「どうするもこうするもないさ！おまえたちに寄生虫などの病原体を入れ込んでやることが定めなのだ！」と答えた。勇斗は蠅男に火遁の術で炎を放った。蠅男は蟲の大群となって離れていった。襲いかかる蟲の大群はパイロットとCA二人と乗客１６人とスティーブンと沙織と悟のほうへ向かった。悟は辺りに散らばった皆んなを見守り雷遁の術で雷を放って蟲の大群を追っ払って勇斗も火遁の術で炎を放って、蟲の大群を追っ払って挟み撃ちした。蟲の大群はすべて集まったら、再び蠅男となった。いびる蝿男は勇斗に、「まずはおまえから思い知らせてやる！いっひっひ！」と言って勇斗を触覚でやどり着こうとした。悪い虫がついた勇斗は息を止めて蠅男から目を逸らして、火炎容体の術で全身から炎を放出して触覚で舐めようとした蠅男を火達磨した。勇斗は燃える蠅男から断ち切って悟が斬妖刀で蠅男を斬り裂いて倒した。 勇斗は悟に、「これで害虫駆除ができた？」と聞いた。悟は、「蠅男は戦で敗れた落武者に蛆虫が湧いて蠅がたかった妖だ！」と答えた。沙織は悟に、「濡女は蝮だったの？」と聞いた。悟は、「蝮は人が焼酎漬けにするために捕獲されていた事で人を恨んで現れた」と答えた。スティーブンは悟に、「酒呑童子を退治して桃太郎の鬼退治のようだったですね？」と聞いた。悟は「元々は古代の時代に皇族の７代目で孝霊天皇キビツヒコノミコトが吉備国の寺を乗っ取った温羅（うら）という鬼を退治したことから桃太郎伝記が始まった！お供をした犬と猿とキジは陰陽道の鬼門の牛と虎の干支から牛の角と虎柄の履き物が鬼の姿として、その裏の裏鬼門の犬と鳥と猿の干支からきやがったんだ！」と答えた。パイロットとCA二人と乗客１６人は勇斗と沙織とスティーブンと悟のところに集まって、小型機のほうへ向かっていった。小型機にたどり着いた勇斗たちは小型機のドアを開いて中に入っていった。小型機は内部に侵入された形跡がなくて外部に大きな傷とへこみなどなかったが、後の問題として機体が起動するかだった。それから小型機の燃料は与那国島までの片道分を残していた。悟を除けた勇斗と沙織とスティーブンと乗客１６人は席に着いた。CA二人が案内し始めてからパイロットは小型機を起動させることができた。勇斗は小型機のドアの外にいる悟にお別れをゆいにいった。勇斗は悟に、「色々と助けてもらってありがとう！俺の先祖に会えて良かったよ！本当は徳川の時代の終わり頃に生まれた伊賀の里の相生勇（そうじょういさむ）と申す！過去に時空転送の門をくぐり世紀末で妖と戦った」と言った。悟は、「そうか！拙者も未来の子孫に会えて良かった！また縁があればな！」と言った。勇は、「達者で！」と言った。悟は、「達者で！」と言って小型機のドアが閉まり始めた。臨時階段を小型機の中に片付けてドアが閉まったら、後ろ向きに動き始めた。勇斗は小型機の窓から悟に手を振ると悟も手を振り返した。勇斗は席に着いて小型機が左に旋回していって、広い道を滑走路にしてまっすぐに加速して飛び立った。悟は空へ飛んでいった小型機を見送って伊賀の里へ戻っていった。平成の与那国島にて、森脇博士は与那国島の空に舞い上がった積雲のような赤紫色の煙をアマテラスの呪いの層と呼んで、そのことを研究した。ダイバーたちは海底遺跡へ潜っていって、二枚岩に結んでるロープを解いて寺院にアマテラスと民衆たちの供養した。ミイラ化したアマテラスは火の鳥となってピラミッドの天辺の穴から出ていくと、海のバリケードを突き破っていった。海のバリケードは崩壊して海水が入っていくと、海底都市が海に飲み込まれていった。森脇博士はアマテラスに、「アマテラスさま！あなたは神だから神を超えることはできない！これでアマテラスの呪いの層は解けてくれたでしょう！」と呟いた。与那国島の空に舞い上った赤紫色の煙は徐々に消えていった。小型機は与那国島に近づいてきて、乗客が空を飛んでいる火の鳥を見て驚き着陸態勢に入った。スティーブンは勇斗に、「悟は名を知るまで勇斗のことをひょっとこと呼んでいた！」と言った。勇斗は、「なんでお面のひょっとこなんだよ？」と聞いた。スティーブンは、「ひょっとこは火の男のことだからだそうだ！」と答えた。勇斗は、「そうか！」と言った。スティーブンは、「時空転送の門を使わずに戦国時代にきた。それに家康と秀吉には会えなかったけど信長と光秀に会えたよ」と言った。勇斗は、「そうだよな！戦国時代まで時空転送の門からでもいけたのか！」と言った。乗客の男の子は母親に、「あっ！飛行機だ！」と叫んだ。パイロットは、「滑走路が見えてきた！」と思って与那国空港に着陸していった。姿を消した小型機は戦国から奇跡の生還を遂げた。パイロットとCA二人と乗客１６人と勇斗と沙織とスティーブンは与那国空港に無事に降り立った。勇斗はいつの間にか黒装束から私服に着替えた。スティーブンは勇斗に、「もう戻ってこれないかと思った！飛んだ危ない目にあった！」と言った。勇斗は、「食わせ者に食わされるところだった！」と言った。勇斗たちはまた小型機に乗り込んで、石垣空港へ飛び立っていって、石垣空港に着いて関空へ向かっていったら、関空にたどり着いた。乗客１６人と勇斗と沙織とスティーブンはパイロットとCA二人に挨拶したら、それぞれ自分の居場所へ戻っていった。この事は戦国にタイムワープした小型機としてニュースの話題に取り上げられた。自宅のマンションに着いた勇斗と沙織とスティーブンはゆっくり寛いで眠っていた。翌朝に起きた勇斗と沙織は支度を済ましたスティーブンが２０３５年４月４日１２時３０分（米）と設定して昼うちに屋上に置かれた時空転送の門をくぐろうとした。勇斗はスティーブンに、「おい！これをやるよ！」と言って竹筒に入った撒菱（まきびし）を投げて手渡した。スティーブンは、「サンキュ！今頃アメリカのカリフォルニア州でゾンビみたいなヒューマンレッドアイズ(HRE)が街を襲い始めている。いつか力を貸してほしい！」と言った。勇斗は、「わかった！考えてとくよ！」と言った。スティーブンは、「じゃあ！グットラック！」と言った。勇斗は、「グットラック！」と言ってスティーブンは勇斗と沙織に見送られて時空転送の門をくぐっていった。秀吉は大釜下に温羅の鬼の首がある伝わる吉備津神社から豊臣軍４３０００人を連れて安土城へ向かって３日前に出発していた。秀吉は暁に安土城へ向かって京の西端にある周山城へ向かった光秀と狼煙を上げて騎馬兵が法螺貝を鳴らす合図で激突した山崎の戦いが起きた。豊臣軍の戦術の兵法を持った侍と歩兵部隊の足軽は鉄砲に弓に長槍で攻撃した。明智軍の侍と足軽は火縄銃に弓に長槍で攻撃した。光秀はこの日に限って、薄暗い雨の中で火縄銃が使えず戦いに敗れて引き下がることにした。戦火をずらかる光秀は室町幕府の幹部の時から仲が良かった細川藤孝の龍城を陣地にした。光秀は娘のたまがキリスト教で名をガラシャと変えて藤孝の息子の忠興がガラシャの婿として信頼があった。豊臣軍は龍城を攻めてきたら、明智軍が雨でも城から使えた火縄銃で攻撃した。光秀は豊臣軍の勢いに追いやられて豊臣軍のいない龍城の裏門から脱出していった。農民だった秀吉は頭脳策で豊臣政権で天皇から武士同士の争いを禁じられたからわざと脱出しやすくしていた。商人だった光秀は知恵を生かして戦略してきたが、生涯の盟友だった藤孝に裏切られてから清々しい風と如何わしい悪夢のときが迫る中を駆けっていって、小栗栖（おぐるす）の竹藪で農民に槍で突かれて殺された。明智軍によって周山城を爆薬で破壊した。荒深小五郎として生きていた影武者の秀光は僧侶の荒木城守行信である南光坊天海となって美濃の国美山町に戻った。天海はゆかりの地の東美濃に明智城があって、信長に美濃を襲撃されてなにも抵抗のない村人が殺された恨みもあった。そして、豊臣軍の織田信雄と徳川家康連合軍の間で小牧・長久手の戦いが起きた。豊臣軍を迎え討つために５日の間で小松山の土塁を高めて堀を作ったが、ここで戦いは起きなかった。天海は徳川家康の東軍と石田三成の西軍の関ヶ原へ出発したときに大雨で洪水が起きて家康を助けようとしたが、川に流された。家康はキリシタンを廃止した。関ヶ原の戦いで西軍の小早川吉秋は、９歳にして怖気づいて動かなかったのが、吉秋は家康に頼まれた作戦どおりに軍率いて動き出すと、寝返りで西軍の大谷軍を攻めて大谷吉継を討ちとった。西軍の他４軍も石田軍を寝返り三成を追いやった。追い詰められた島津軍の島津義弘は「決して逃げるわけじゃない！」と言って最後に家康が恐れた義弘率いる島津軍が中央を強行突破して東軍が勝利した。秀吉の家臣である吉継は関ヶ原の戦いで能好きだった元農民の秀吉の恩義があって、家康から寝返りを頼まれても秀吉を裏切れなかった。天海が救った家康は、南蛮人の侵略を防ぐためにキリシタンを廃止した。秀吉はわずか数日間で一夜城を造って圧倒した小田原城の北条氏直を降参させて天下統一を果した。秀吉が病死した後で息子の豊臣秀頼は、８歳で秀吉の後継者として玉城の城主となった。家康の三男の徳川忠秀は上田城で真田軍の真田昌幸と戦って、関ヶ原の戦いに間に合わずに出陣できなかったことで家康に見放されていたが、家臣たちが家康を何とか説得させて二代目征夷大将軍となった。秀頼が天下を取るために秀忠率いる徳川軍と秀頼が率いる豊臣軍の大坂の冬の陣が起きた。秀頼は大坂城の堀池が広く石垣が高く極楽橋を渡って攻めてきたら、鉄砲の狭間から狙い撃ちきたが、豊臣軍よりも徳川軍のほうが圧倒的に多かったために大坂城の周りを洪水させて足場を緩めた。真田昌幸の息子の信繁率いる真田軍の強力な砦の真田丸を施して徳川軍が攻めてきた時の事を考えて真田丸の周りの地面に巻かれた撒菱を敵が踏みつけては立ち止まったところを２階建ての砦で１階２階から射撃役と鉄砲掃除役と遠くまで届いて破壊力のある大きな鉄砲の弾薬の詰め役の三人一組で撃っていった。徳川軍が真田丸に接近して深い堀池に落ちて撃っていった。徳川軍がイギリス製の大砲を放っていって、金の家紋のある黒い大坂城は焼失して崩れた後で大坂城跡を土に埋めて江戸幕府を築いた家康が新しく大坂城を造った。大坂の冬の陣で豊臣家と和睦した。秀頼が納得いかず大坂の夏の陣が起きた。大坂の夏の陣で豊臣家を滅ぼした。秀吉に天下を託されていた家康は天皇から征夷大将軍として中央政権を任されて江戸幕府を開いてから２６０年も続いた。家康は秀吉の命令で湿地だった土地を埋め立てて江戸を造っていた。大工が造った江戸城から鬼門の方向にある場所に浅草寺と神田明神を造った。江戸幕府がお金を造る場を銀座と呼んだ。家康は江戸の都を華やかにするために尾張国（名古屋）から美女を送り込んだ。秀吉と宣教師たちがいなくなって、世界一豊かな国の明がアジア征服して世界征服を企んだ。その後、アジア侵略を企んだ清とイギリスのアヘン戦争と日本とイギリスとの間で日英同盟が起きた。天下を家康に託した秀吉は家康が幕府を立ち上げることを抑えようとした。天皇中心に思うアマテラスは家康が幕府を立ち上げることについて思わしくなかった。そして、勇斗たちを使って徳川の時代をどうにかして変えさせようとしたが、天皇の代わりと故に中央政権ならばと心得て幕府崩壊して大政奉還で天皇へ中央政権を返上していたことをどこかで忘れていたとにご理解した。日本初の天守閣のある安土城は明智軍の占拠して城が造られてからわずか６年で焼失した。九州のキリシタン大名たちがローマに派遣した天正遣欧少年使節はバチカン市国を訪れてローマ教皇に安土山図屏風を献上した。滋賀県は安土山図塀風が見つかれば正確な安土城が解るからバチカン市国などで探しているそうだ！


 
 





勇斗のアメリカへ渡米する決意


 明治元年の春頃に勇は父の泰三と妹の愛と甲賀盗賊団の渉と孝明天皇と一緒に時空転送の門をくぐって、平成時代から明治維新となる明治時代に戻ってきた。勇と渉は泰三は旧幕府軍と新政府軍の戊辰戦争で兵隊に取られて明治天皇を守るために京都御所で戦った。徳川慶喜は超悪魔のルシファーシールドとなって旧幕軍が悪霊となって京都御所を攻めたが兵隊と忍者の勇たちに抑えられた。蝦夷地で五稜郭の戦い後で、旧幕軍の敗北によって戊辰戦争が終結した。本物の慶喜は大政奉還で天皇に中央政権を返上した。勇は大政奉還の開かれた二条城の二の丸御殿の外で坂本龍馬と出会った。勇は龍馬と会話できて職を失った元旧幕軍の若者たちに蝦夷地で希望の光を与えて蝦夷大国を建ちあげたいという夢を聞いた。その後、龍馬は近江屋で何者かに暗殺された京都の近江屋宿にいって、事件の真相を調べてみたが、なにも見つからなかった。勇は夢を果たせなかった龍馬の夢を果たせようと沙織と一緒にいつか復興した伊賀の里を後にして蝦夷へ向かおうとしていた。ミラージュは時空転送の門をくぐってきた天狗王に平成時代で勇が烏天狗を斬妖刀で斬り裂いて倒したことを密告した。勇は忍びだけの廃刀令で明治天皇に斬妖刀を手渡したために武器がなかった。勇は物の怪退治のできる妖鬼棒を探して黄泉の郷にやってきた。勇は物の怪と死者の集う盆踊りの最中に暴れて支配人ぬらりひょんから妖鬼棒を譲り受けた。ついに天狗王が勇を探しに動き出した。木造で出来た心斎橋の解体のために警備していた渉と弟子たちの甲賀盗賊五人衆に天狗王が襲いかかった。渉は甲賀五人衆が難波村の売春宿に入ったことを感づいて入って探ったところで女郎たちに甲賀五人衆が蜘蛛の糸に吊るされていた。渉は梓という女郎が現れて絡新婦となって攻撃された。渉は甲賀五人衆と一緒に魔縁山の近くの断崖の丘の吊る橋の下で蜘蛛の巣の餌食になっていた。勇は心斎橋を襲ってきたときに戦って負けたことで貞明に稽古してもらうのに寺で修行していたが、大鷹の助けの知らせを受けて断崖の丘へ向かっていった。断崖の丘に着いた勇は、渉と甲賀五人衆を蜘蛛の巣から助け出そうとして、天狗王に襲われた。天狗王は魔界を繰り広げられた魔縁山で勇を処刑しようとした。勇は絶対絶命の危機のときに泰三と愛が助けにやってきた。天狗王は勇に一番弟子の烏天狗が遣られたことを思い知らせようとしたが、泰三と愛で勇を助け出して物の怪たちとせむし男となったミラージュと戦った。あとからやってきた老師の貞明が天狗王を倒した。貞明は七福神の福禄寿（ふくろくじゅ）だった。そして、天狗王は七福神の毘沙門天（びしゃもんてん）だった。勇は明治天皇に斬妖刀を返してもらえると、元孝明天皇から聞いて京都で手にした早馬の隼に乗って沙織と一緒に東京へ向かった。東京に着いた勇は、沙織を宿に置いて明治天皇のいる皇居を訪ねた。明治天皇は斬妖刀を返すにはただとは言わなかった。明治天皇は勇に我が国に英雄を必要として斬妖刀争奪戦で３人の剣士の囚人と戦って勝てば斬妖刀を返そうと言った。宮本武蔵に憧れて道場の８０人を斬り裂いた殺人鬼の松岡抜刀斎と戦って倒した。坂本龍馬を暗殺計画した主犯格とされた謎の鎧武者と戦って、面頬（めんぽお）を割ったときに見えた素顔は桂小五郎だった。勇は桂小五郎は最後の一撃で斬り裂けなかった。龍馬を暗殺した犯人は解らなかったが弥太郎から右腕に痣のある男と聞いていた。餓鬼道に落ちたデカい餓鬼と戦って倒した。勇は明治天皇から斬妖刀を再び手にした。勇と沙織は埋蔵金を通貨にするために、横浜の銀行にいった。横浜港に船からやってきた西洋物の怪が人間に扮して、隠れ生きていた。勇と沙織は横浜で宿を探していたら、勇が気にかかったはいからさんに目を奪われて、沙織など気にせずについていった。はいからさんは怪しげな館に入っていった。その館に訪ねた勇と沙織は黒猫のネロを這い上げて抱っこしてきたはいからさんがやってきた。はいからさんは桜井恵美と名乗って、宿を探していると聞いて留守番中に猫の面倒を見てくれるなら無償で泊めてあげていいと案内した。勇と沙織は喜んで引き受けた。ネロはよく見たら普通の猫と違う尻尾が２本もある猫又だった。勇は夜になるとネロに鬼ごっこに誘われて追いかけっこをした。勇は恵美が、「ここの部屋には決して入らないでください」と言ったが、ネロの咥えてきた扉の鍵を使って禁じられた部屋の扉を開けて侵入した。勇は部屋の変わった箱を見たら、魔女の棲む館だと知って気になった異様な音の原因だった箱型キューブから蝙蝠男のアレクサンダーが現れた。勇はアレクサンダーと戦って朝焼けだったので窓のカーテンを開けてアレクサンダーに陽を浴びさせた。アレクサンダーは焼け溶けていって、勇が煙たくなった部屋の窓を開けた。勇はネロの存在が見当たらなくなって部屋の開いた窓から脱走したことに気づいた。勇は恵美が絶対にネロを館から外には出さないようにといわれていたにも関わらずに外へ出してしまった。館に帰ってきた恵美に戸惑った勇は、そのことを謝罪してネロを探しに向かった。ネロは横浜の町で蝋燭の火の脂を舐めて火車となって暴走した。勇は火車を止めに乗ったときに尻尾が２本あることでネロと気づいたら思いついて脇差（わきざし）で火車を突いて横浜港の海に落ちた。ネロは魔女の薬のお陰と海水の変化で擬人化した猫又となった。勇は猫又を灯台船に乗せて救助用の着物を着せた。勇は猫又の顔を見ると恵美によく似てることに気づいた。突如と灯台船に藤原千方（ふじわらのちかた）が現れて猫又を攫っていった。藤原千方は四鬼（よんき）のうちの水鬼（すいき）を遣られた復習として幻の江戸城へこいと言い残した。勇は幻の江戸城で火鬼（かき）と金鬼（きんき）と隠形鬼（おんぎょうき）と戦って藤原千方が大百足となって戦って大百足を倒した。勇は猫又を救い出して、金鬼が幻の江戸城の外に落とした黄金のハンマーを拾って、魔女の棲む館に戻った。偽物の恵美は本当の恵美が猫又であるとばれて魔女のアルゼンチーナとなって、猫又の恵美に薬を飲まして２本の猫の耳と２本の尻尾が消えた。勇は横浜の町で暴れるゴーレムとゴーゴンと戦って黄金のハンマーでゴーレムとゴーゴンを倒した。勇と沙織はアルゼンチーナの櫻井トネと桜井恵美と別れて横浜から東京の宿で休んで蝦夷地へ向かっていった。陸奥国までやってきた勇と沙織は宿で休んで船に乗って蝦夷地へ向かうことにした。勇は村で雪女に喰い殺される出来事が起きていた。勇は雪女に遭遇できるか村で詮索した。勇は村人が雪女に襲われているところを助けた。勇は雪女に攻撃を受けようとしたときに、沙織が小雪娘となって勇を助けた。沙織は雪女が若い頃の自分であると知って、勇に自分と出会ってしまったら消えてしまうと別れを告げて粉雪になって消えていった。勇は船の上で横浜で撮った時の写真を見て思い出して涙を流して写真から沙織が消えたら、船から見える漣（さざなみ）を眺めながら蝦夷地へ向かっていった。蝦夷地に着いた勇は、函館で五稜郭基地の跡地の奉行所の龍馬の甥の坂本直を探したが、キリスト教徒の関係などで奉行所を解雇されていた。勇は札幌村の近くのコロポックル村の小人族に坂本一族の手がかりとなる子孫がいないかコロポックル村を探しに向かっていった。札幌村に着いた勇は、牧場を歩いていたときに大鯰狼が農夫の羊のラム肉を奪おうとして襲っていた。勇は大鯰狼と戦って大鯰狼が観念した。大鯰狼はかつて雨河童に琵琶湖の海鱗城を乗っ取られて北海を渡ってきたら、コロポックル村に住み着いた村長だった。勇は大鯰狼から一番かわいがった直美というわがままなじゃじゃ馬娘を引き取って、さらわれた子供たちを解放させた。勇は直美を連れて旭川村へ向かっていった。旭川村で狼男が出没する噂が立って村人は脅かされていた。勇は直美にとうもろこし食べたいと頼まれて、山のふもとにある近くのとうもろこし畑に行って、とうもろこしを貰って宿に持ち帰ろうとした夜道で狼男に遭遇した。勇は黒い人狼に助けられたが、人間になったときの正体を知らずにして去っていった。勇は直美に宿で湯がいてもらったとうもろこしを与えた。翌日の夜、勇は鮎釣り帰りの夜道で灰色と白の人狼たちに遭遇した。人間になったときの人狼たちは、直の義理の弟の坂本直寛と３人の浪士たちだった。人狼たちは勇に狼の森にいる頭の竹田博士に血清を貰ってきてほしいと頼んで狼の森へ去っていった。勇は竹田博士から血清を貰うために狼の森へ向かっていった。狼の森に着いた勇は狼男と遭遇して戦っていって、６発の銀の弾を込めた妖銃で撃って狼男を倒した。勇は森の中で黒い人狼と再会したときに、黒い人狼が人間になって桐生舜（きりゅうしゅん）と名乗って握手を求めた。そのときに勇は御曹司の舜の右腕に痣があることに気づかされて龍馬暗殺の犯人だと疑いを持って尋ねた。舜はかつて剣術道場で一緒に剣術を学んだ龍馬を小五郎さんに命じられて殺めたとすんなりと白状した。勇は舜を許せずに剣で戦ったが、狼男から助けてもらった恩人であると諦めた。舜は人狼となって世の中から身を隠して森をさまよい続けた。勇は舜から聞いた森の奥にある丸太小屋で竹田博士に会って血清をねだったが、まだ血清の本数が数少なかった。勇は旭川村でまた狼男が現れる噂が立って村人たちを震撼させてた。勇は竹田博士の丸太小屋の地下に繋がった洞窟の檻から脱出した第二の狼男が旭川村を襲うなどをして狼の森に潜んでいた。頭となった狼男は人狼となった下等浪士たちを集めて人間たちに立ち向かうことにした。浪士たちと村人たちは銀の弾を詰めた猟銃を持って狼の森へ向かっていった。勇は肌色の妖石を投げた妖石から現れたろくろ首の鈴木初音（すずきはつね）を狼男の囮に赤ずきんを頭にかぶした。勇は狼男を誘きよせるつもりだったが、灰色と白い人狼たちが現れた。勇は灰色と白い人狼たちが直寛と３人浪士たちになって竹田博士から大量の血清を貰うこと約束したことを伝えた。浪士たちと村人たちは狼の森で狼男と人狼たちと戦って浪士たちと村人たちがわずかに残る狼たちを倒して狼男だけ残った。浪士たちと村人たちは狼男に最後の一撃を与えようとしたときに竹田博士が現れた。竹田博士は狼男に、「生みの親に逆らえない」と言うと狼男は、「満月の夜に人間を喰べて狼男になった人間だ」と言って竹田博士を咬み殺した。浪士たちと村人たちは狼男に銀の弾を詰めた猟銃で撃っていって、狼男を倒した。浪士たちは竹田博士が人間に戻すために持っていた大量の血清を打っていって、人間に戻った村人たちは農場などで働いて平和に暮らした。勇は人間に戻った直寛に直美を会わして、一緒に牧場にいる家族の元へ戻っていった。勇は一目惚れした初音に、「一緒についてきてくれ！」と言った。初音は、「ついてゆく！」と言って共に生きることにした。勇は召喚の術で妖石を持っていた肌色の妖石のろくろ首と黄土色の妖石の白布と茶色の妖石の泥田坊と灰色の妖石のミイラ男と紅色の口裂け女と朱色の妖石のぬっぺぼうと山吹色のなまはげの召喚術を解いた。１８７０年の冬頃、勇は蝦夷地で龍馬の思い描いていた職を失った浪士たちが農場などで働けるようになって、松前藩に大金を寄付して蝦夷地の大国造りに励んだ。勇は去年の春に未来でスティーブンという者にあってアメリカの未知の未来からやってきて、一緒に活動していたが、日本の文化と侍と忍者を体感できてアメリカの未知の未来へ時空転送の門をくぐって戻っていった。勇は最後のお別れのときにスティーブンがカリフォルニア州でHREというゾンビに似た集団が街を襲い始めようとしてるから力を貸してほしいと言っていたのを思い出してなんとかしてアメリカの未知の未来へいけないかと考えた。勇は初音と一緒に旭川村の宿を出て隼に乗ってとりあえず蝦夷地を離れることにした。勇は函館にやってきて、九尾狐が悪霊島から滋賀のみさき公園の琵琶湖の岬に瞬間に移動させた時空転送の門を幻術で放ったマグマの塊に溶かして破壊したときのことを幻術ならすべて幻だったのかとふと思い出した。勇はそれが確かなら日本と朝鮮の間にある地図に載らない未来で阿修羅島と呼ばれた悪霊島に時空転送の門があるはずだと思いついた。隼から降りた勇と初音は蒸気船に乗って陸奥国へ渡っていった。勇は沙織のことを思い出して、小雪娘のときにあんな可愛い顔をして人間を喰べていたのかと思うと、まったく想像つかなかった。勇は悪霊島に行って、時空転送の門が見つかったら沙織に会いに行くかスティーブンに会いにいくか迷っていた。勇は沙織になる前の小雪娘に会って、相性が合わなかったらこれまでのことがなかったことになると思ってもう初音がいるから沙織のことを忘れることにした。陸奥国に着いた勇と沙織は、蒸気船を降りて隼に乗って東京へ向けていった。勇と初音は宿場町で休みながら長い街道を通っていった。東京にたどり着いた勇と初音は、宿に泊まって休んだ。勇は隼に乗って宿に初音を置いて蒸気船で横浜へ向った。横浜に着いた勇は、蒸気船を降りて隼に乗って横浜の銀行へ向かった。勇は横浜の銀行で預けた大金の一部を受け取った。勇は東京の宿に初音を置いてきたから、恵美とトネのいる魔女の棲む館にはいかなかった。勇は隼に乗って、横浜港までいって、隼を降りて蒸気船に乗って江戸へ向った。江戸に着いた勇は、初音のいる宿へ向かった。勇は宿に戻って初音と会って横浜の町で沙織とあいすくりんを食べたり写真館で写真を撮った思い出をいっさい口に出さずに魔女の棲む館で起きたことを会話して男女別の温泉に浸かって食事処で食べてゆっくりと眠りに就いた。翌朝起きた勇と初音は宿を出て隼に乗って江戸を後に京の都へ向かっていった。勇と初音は宿場町で休みながら長い街道を通っていった。桜と梅の咲いた遷都（せんと）の京の都に着いた勇と沙織は休ませていた隼に乗って京の都を後にして伊賀の里へ向かった。伊賀の里に着いた勇と沙織は、隼を降りて忍者屋敷で寛いだ。勇は通貨にした大金の一部を伊賀の里の再建にかかった費用とこれからの新しい町作りに使うことにした。勇と初音は忍者屋敷で会話していると愛がやってきて、問いかけた。愛は勇に、「おつかれさま！もう帰ってきたの！おかえりなさい」と言った。勇は、「ただいま！」と言った。愛は、「沙織は？」と聞いた。勇は、「沙織は蝦夷地へ向かう途中の陸奥国で幼い頃の自分に出会って粉雪のように消滅した」と答えた。愛は、「そうだったのか！」と言った。勇は、「だけど今は新しい彼女いるよ」と言った。初音は愛に、「初めまして鈴木初音です！」と言った。愛は、「そういえば黄泉の郷で会ったことあるよね！」と聞いた。初音は、「そうですね！私はろくろ首の物の怪なの」と答えた。勇は、「どうにかして初音を人間にする方法ないかな？」と聞いた。いきなり忍者屋敷に泰三がやってきた。泰三は勇に、「それは死んで蘇ることだ！」と答えた。勇は、「そんな死んで帰らぬ人になったらどうするんだ！」と聞いた。泰三は、「ろくろ首には２種類あって長い首を持つ者と胴体から首が抜けて宙を舞う者がいる。初音さんは長い首を持つ者で人間になれる可能性ある」と答えた。初音は勇に、「私、死ぬのはいやだ！」と嘆いた。勇は、「大丈夫だ！必ず生き返るから！人間になってから幸せに暮らそう！」と言った。泰三は、「おかえり！無事に帰ってこれて良かった！」と言った。勇は、「ただいま！」と言った。勇は、「こちらは新しい彼女の初音！」と言った。初音は泰三に、「初めまして鈴木初音です！」と言った。泰三は、「知っている！一度だけ黄泉の郷で会ってるから！」と言った。勇は、「未来から過去に帰還してくる前に時空転送の門から未知の未来のアメリカからやってきたスティーブンという者と与那国島にいったときに、海底遺跡で異変が起きて小型機に乗って乗り継ぎの石垣空港へ向かう途中の空上で赤紫色の煙に包まれて戦国時代にいってしまった！１週間ぐらいで小型機に乗って平成時代に戻ってこれたのは確か森脇博士が海底遺跡の寺院に祀られたアマテラスと倭人を供養したからであった。大阪に戻って最後のお別れでスティーブンは俺に、『アメリカでヒューマンレッドアイ(HRE)というゾンビみたいなやつらが街を襲い始めてるから力を貸してほしい』と言って時空転送の門をくぐっていった。あれから２年も経ってるから未知の未来のアメリカで大変なことになってるかも知れない」と言った。泰三は、「そんなことがあったとは知らなかった！」と言った。勇は、「琵琶湖の岬のみさき公園で九尾狐に幻術でマグマの塊を放って時空転送の門を溶かして破壊されたが、あれは幻術の幻で実際のところ、時空転送の門は悪霊島にあるはずだ！」と言った。泰三は、「なら協力しよう！」と言った。愛は勇に、「私も協力するよ」と言った。初音は勇に、「もちろん私もついていく！」と言った。勇たちは忍者屋敷で雑談をしてそれぞれの部屋に戻って、明日に備えてお風呂に浸かって後で食事を済ましてゆっくりと休んだ。朝起きた勇たちは、支度ができたら勇が口寄せの術で２匹の大鷹を呼んだ。勇と初音は大鷹に乗って泰三と愛は大鷹に乗った。勇たちは大鷹に乗って伊賀の里を後にして悪霊島へ向かっていった。勇たちは大鷹に乗って海の上を渡っていったら、海から人間の顔で胴体がスッポンの海入道が現れて、勇たちの乗った大鷹２匹を掴もうとした。海入道は勇たちの乗った大鷹２匹を口から吸い込んで呑み込もうした。泰三は地雷４つを海坊主の大きく開けた口の中に投げ込んだ。海入道は口の中へ入っていった地雷が腹の中で爆破して踠（もが）き苦しんで海の底へ沈んでいった。勇たちは再び海の上を渡って悪霊島へ向かっていった。勇たちは海を進んでいったら、もうろうとした険しい島が見えてきた。勇は泰三に、「ここが悪霊島だ！」と言って大鷹２匹が悪霊島に降り立った。大鷹２匹から降りた勇たちは、鬼木村と書かれた看板から荒れ果てたひと気のないろうそくに火の点いた提灯のぶら下がっているぼろ家の立ち並んだ町を不気味に思いながら進んでいった。初音は恐怖と不安が舞い上って首を長くした。勇たちは覚束ない山に寺院が見えてくると、寺院へ向かっていった。勇たちは山道を登ってる最中に目の光った凶暴な麝香猫（じゃこうねこ）の大群が押し寄せてやってきた。勇たちは噛みつこうとする麝香猫の群れを振り飛ばして、まとわり付いてくる麝香猫を振り払いながら進んでいった。勇たちは寺院の石の階を登っていくと、鳥居をくぐっていった両側にすさまじい顔をした仁王像がいる門を通っていって、ろうそくに火の点いてない灯籠（とうろう）が建ち並んだ石の通路を歩いていった。勇は初音の首が元に戻ると邪気を感じて鬼火炎の５体が襲ってきたので初音を守って斬妖刀で斬り裂いていった。勇たちは寺院の玄関から中に入って廊下を進んでいって、大仏のある広間に入って時空転送の門と三次元装置を発見した。勇は泰三に、「思ったとおりここにあったか！」と言った。泰三は、「そうだ！ここにあるとは思っていた」と言った。勇は、「この時空転送の門は起動してないから時空転送の門に太陽光エネルギーを注がなければならない」と言った。泰三は、「それには黒雲を払わないと太陽光が現れない」と言った。勇は、「それは何か手がある。後は五重塔の反射鏡に光を送ればいい」と言った。勇は翡翠を祈って微かな晴天の光から現れたグリーンドラゴンに黒雲を払ってもらって太陽の光を現した。陽の光が照らされた五重塔にある反射鏡から時空転送の門にエネルギーが届いて時空転送の門が起動した。勇は三次元装置に２０３５年４月４日１２時３０分（米）と設定した。勇はスティーブンがこの年月日と時間と国名にしていったことには間違いじゃなかったはずが、場所につい特定できなかった。勇はスティーブンに、「カリフォルニア州の街でゾンビのようなHREに人々が襲われてる」と聞いていた。勇は三次元装置を探ってみて気づいた。勇は国名を選ぶボタンの隣にアルファベット２文字で選ぶ項目があること知った。勇は恐らくCAがカリフォルニアの頭文字の略だと思ってボタンで CAを選んだ。勇は、「カリフォルニア州のどこに着くかわからない！」と言った。初音と愛と泰三は勇のことを信じてみた。グリーンドラゴンは晴天の光へ舞い上っていった。勇たちは時空転送の門をくぐっていった。勇たちは時空転送の門をくぐって通過していって、ロスのダウンタウンLAでメジャーリーグ球場であるドジャースタジアム近くにあるエコーパークの湖畔（こはん）にたどり着いた。黒装束を装った勇は、斬妖刀を背負った。黒装束を装った泰三は、薙刀（なぎなた）を背負った。仮面舞踏会で使われる赤い仮面で赤装束を装った愛は、卍剣２本を腰の帯にかけた。着物姿を装った初音は、勇からもらった脇差を腰の帯にかけた。エコーパークに現れた勇たちは誰にもわからないように時空転送の門と三次元装置に大きな布を覆って紐で縛って固定した。勇たちは周りを気にして武器を刀袋に入れて服を装った。勇はダウンタウンLAの繁華街にある質屋で持っていた明治時代の通貨を買取してもらって幾らかドル札を手にした。勇と泰三に愛と初音の別ルームでホテルにチェックインした。勇たちはダウンタウンLAの繁華街で見物してレストランでディナーをした後でショッピングをした。勇たちはホテルに戻ったら、ゆっくりしてシャワーを浴びて眠りに就いた。勇たちは朝起きてホテルをチェックアウトしてホテルから外に出た。ロス郊外にあるルノー家にて、朝起きたスティーブンは洗面所で顔を洗ってるとキャメロンが現れて、前の鏡に映るキャメロンの姿を見て振り返った。スティーブンはキャメロンに、「どうしたんだよ！人間の肌になってきてるじゃない」と言った。キャメロンは、「兄さんが言っていたとおりにしてみただけだ！肌にすり当てたり持ち歩いたりして眠っていたら、一晩で効果あったみたい」と言った。スティーブンは、「一晩で効果あるなんてすごい！みるみる人間らしくなる」と言った。博物館のような屋敷に佇むスティーブ・ジョブズは、クローン人間として頭に埋め込んでいたマイクロチップを再起用でレプリカントされた。スティーブはこの世を去るまで技能士のジョセフ・ターナーにいつの日か人生を終えたときに、頭のマイクロチップをクローン人間に蘇らしてほしいと頼んでいた。ジョブズはホール会場でサイコテクノロジーついてスピーチした。ジョセフはAI（人工知能）を使ってロボット忍者１０機を造り出した。ジョセフは研究所でHREウィルスのワクチンの開発していたが、ブラックライダーにHREウィルスを奪われて研究所を爆破された。ブラックライダーは病院に忍び込んで患者５人にHREウィルスを注入していった。ブラックライダーは病院から外へ出ていって、バイクを飛ばしていったが、パトカーに追われて警官にバイクのタイヤを撃たれて転倒した。ブラックライダーは軽症で警官二人に取り押さえられた。病院で体の弱った患者５人はHREウィルス感染して体が変化してくると筋肉増強していって、赤い目の怪物となった。赤目の怪物は病棟の患者と看護婦と医師たちに襲いかかって、噛みついたり爪で引っ掻いたりしては感染させていった。感染した患者と看護婦と医師たちは、病院から外へ出ていって、繁華街で人々に襲いかかって、噛みついたりして感染させていった。赤い目の怪物５体は患者がHREウィルスと病原体で異変を起こして狂うバルゲオとなった。右腕の異常に太いバルゲオは繁華街の建造物を破壊して人々を襲いかかった。繁華街を歩く勇たちは、漠然と街の異変に気づいて騒動へ向かった。その場所に居合わせた勇たちは人々に襲いかかる頭のいかれた気狂いのHREと立ち向かっていった。勇は黒装束を装って斬妖刀で斬り裂いていった。泰三は黒装束を装って薙刀で斬り裂いていった。愛は赤い仮面で赤装束を装って卍剣で剣先で突いていった。初音は着物姿を装って脇差で斬り裂いていった。勇はHREの大群が押しよせて、火炎旋風の術でものすごい勢いで炎の竜巻を起こしてHREの大群を飲み込んでいった。勇たちは目の前にバルゲオ１が現れて勇たちを太い右腕で掴もうとした。泰三は巨木突発の術で地面から巨木を引き出して、バルゲオ１を突き飛ばした。愛は花ノ舞木遁の術で立ち上がるバルゲオに花枝の毒棘を放って突き刺して、バルゲオ１を痺れさせて苦しめた。勇は斬妖刀でバルゲオ１を斬り裂こうとしたが、バルゲオ１に太い右手の甲で払われた。２メートル近くあるバルゲオ１は、勇に太い右拳で上から下へ殴っていって、勇がとっさに避けていったら、地面を殴っていった。勇は妖銃でバルゲオ１の胴体に銃弾３発を撃って、バルゲオ１が地面に倒れた。バルゲオ１は体が回復してくると、再生して立ち上ってきた。泰三は薙刀でバルゲオ１を突こうとしたが、バルゲオ１に払われた。愛は卍剣でバルゲオ１を突こうとしたが、バルゲオ１に払われた。勇は火焔の勾玉に念じて闘志を燃やして、斬妖刀を構えたら、炎の斬妖刀になった。勇は炎の斬妖刀でバルゲオ１を斬り裂こうとしたが、バルゲオ１に太い右手で首を掴まれて持ち上げられた。勇は極投打の三要素の功でバルゲオ１を解き払って、火炎色反応の術でバルゲオ１の周りを明るい炎に取り囲んだ。愚（おろ）かしいバルゲオ１はHREの真っ赤な目が暗いところでしか見えないために辺りをさまよって、勇を探そうとした。バルゲオ１に向かった勇はバルゲオ１を炎の斬妖刀で袈裟斬りで斬り裂いて横斬りで横腹を斬り裂いた。バルゲオ１はうつ伏せで地面に倒れた。勇は泰三に、「HREは明るいところではなにも見えないらしい」と言った。泰三は、「HREは太陽の沈むまで活動しないようだ！」と言った。スティーブンはルノー家でTVニュースを見ていたら、HRE感染者たちがダウンタウンLAを襲い始めて、謎の３人の忍者に食いとめらていた。スティーブンは３人の忍者のうちの一人が勇斗であると認識してカワサキニンジャ250ccのバイクに乗って、ロス郊外からダウンタウンLAへ向かった。スティーブンはバイクでダウンタウンLAへ向かってる最中で後ろから追ってくるバイクが現れた。スティーブンは後ろを追ってくるバイクが追いついてきて、左足で蹴ってこようとしたのでアクセルをひねって突っ走って追ってくるバイクに勇斗からもらった撒菱を投げて前輪のタイヤをパンクさせて追ってくるバイクが転倒した。スティーブンはバイクを止めてバイクが転倒して倒れている男のヘルケットのシールドを開けて見たら目の赤いHREだった。スティーブンはHREライダーがいきなり目覚めてスティーブンの首を掴んで口から口へジークを入れ込もうとした。スティーブンは腰のベルトに掛けていたレーザーガンをHREライダーの脇腹に向けて撃って解き払った。HREライダーは横たわって、横腹の炭化した皮膚が焼けただれて倒れた。ジークはHREライダーの口から出ていって、勢いが激しく活発で進化したジークが辺りを駆け巡っていた。スティーブンは、「やつらは宿主を求めて寄生して体の中になにかを残して進化させている」と思って新型ジークにレーザーガンを向けて駆除しようとした。スティーブンは新型ジークがまっすぐ向かってきて、スティーブンの顔に飛びついてこようとしてきたときにレーザーガンで撃っていって、新型ジークがレーザーガンのショットを直撃して倒れた。スティーブンは、「新型のジークは１匹ならいいがな！」と言ってバイクに乗ってダウンタウンLAへ向かった。スティーブンはパピュラス星人の来襲のときに未確認飛行物体から爆撃を受けて壊滅状態だったダウンタウンLAに着いた。スティーブンは復興しているエリアもある繁華街もビジネスが動き出して人口も増えてきて、人通りのある歩行者道路の縁石の手前にバイクを停めた。スティーブンはTVニュースで見たときに、勇斗たちが戦っていた病院付近へ向かった。スティーブンは病院近くまできたが、破壊された建物の１階が修復中のようで中の様子が気になって覗いてみた。スティーブンは繁華街の真夜中で街灯だけが頼りに破壊された建物の１階の暗い中を入っていった。スティーブンは暗い中で向こうで光る二つの赤い目が見えて段々と姿を表した得体の知れない化け物化したHREのバルゲオ２が現れた。バルゲオ２は左手にチェーンソーを持って、太い右手でチェーンソーのスウィッチオンにして作動させた。スティーブンはバルゲオ２が向かってきたのでレーザーガンを３発ほど撃って胸と腹と腿などに命中したが、びくともせずに動いた。バルゲオ２はスティーブンにチューンソーを振り回していって、スティーブンが建材置き場の隙間とかに隠れたら建材をチェーンソーで削ってきて、太い右腕で殴って破壊した。スティーブンは建材置き場の隙間から離れていって、什器のある暗い部屋に入って資材を被したビニールシートの中に隠れた。バルゲオ２は什器のある暗い部屋に入って、スティーブンの気配を窺うとある什器を破壊していった。バルゲオ２は資材を被したビニールシートを見つけてから太い右腕で殴っていった。バルゲオ２はビニールシートをはぐってみて、スティーブンを見つけれなかった。スティーブンは狭い物置倉庫に隠れていたが、バルゲオ２がチェーンソーでなんかしょも壁を突き抜いてまっすぐ押し込んできた。スティーブンは物置倉庫で危機一髪で逃れてバルゲオ２がどこかへ引いていくのを見届けて安心をしていたら、バルゲオ２に太い右拳で扉を破壊されて首を掴まれた。スティーブンはバルゲオ２に首を持ち上げられて物置倉庫から出された。バルゲオ２は左手に持つチェーンソーを手放して、スティーブンを爪で引っ掻いてHREウィルスを移しこもうとしたときに、現れた勇斗が火炎色反応の術で周りを明るい炎に取り囲まれた。バルゲオ２は視界が見えなくなって、慌てて、太い右手で掴んだスティーブンの首を放して下ろした。スティーブンは床に落としてあったチェーンソーでバルゲオ２の股間を削って悲鳴を上げたバルゲオ２を床に倒した。勇斗は踠いてる胸と腹と腿などが焼けただれていったバルゲオ２の頭に妖銃で３発撃ち込んだ。バルゲオ２はもがいた動きが止んだら赤い目が消えた。チェーンソーのスイッチオフにしたスティーブンは勇斗に、「よくここがわかったな！きっと助けにきてくれると思っていた」と言った。勇斗は、「通りかかった病院の近くにスティーブンらしいバイクが停めてあったから、もしかしたら修復中の建物に入ったかと思った」と言った。勇斗は、「とにかくここを離れよう！」と言った。スティーブンは、「あの火の後始末はどうする？」と聞いた。勇斗は、「そのうち消えるさ！」と答えた。勇斗とスティーブンは修復中のビルから外に出た。勇斗は、「アメリカにきたときに英語がわからなかった！」と言った。スティーブンは、「どうやって、英語が通じた？」と聞いた。勇斗は、「手振りとかしてなんとか通じた！」と答えた。スティーブンは、「家にこないか？なんだったら、しばらくの間は住んでいい」と聞いた。勇斗は、「その辺のホテルで泊まるからいいよ！俺ひとりだけじゃないよ！」と答えた。スティーブンは、「また彼女を連れてきたのか？」と聞いた。勇斗は、「あの時の彼女はもう色々とあって、会うことができなくなった！新しい彼女と家族を連れてきた」と答えた。勇斗はスティーブンに彼女の初音と父の泰三と妹の愛を紹介した。夜の繁華街にいる人々はほとんどいなくなって、HRE感染者たちがどこかに潜んでる匂いが漂ってきた。勇斗はスティーブンに、「俺たちしばらくの間はリトルトーキョーの京都グランドホテルロサンゼルスに宿泊する」と言った。スティーブンは、「そんないいところに！」と言った。勇斗は、「HREらは日中に現れない。また夜になって活動するぞ！」と言った。スティーブンは、「わかった！ここから家が近いんでいつでもきてくれ！それじゃあ！」と言った。勇斗は、「じゃあ！」と言った。勇斗たちはスティーブンから離れていった。スティーブンはバイクに乗ってロス郊外のルノー家に戻っていった。スティーブンは部屋でマーベルコミックの漫画を読んでいたらキャメロンがノックもしないで入ってきた。キャメロンはスティーブンに、「兄さん！今日は学校で男の子にも女の子にもお肌が綺麗になったねって、いわれたんだ！」と言った。スティーブンは、「よかった！もうキャメロンは地球人と同じだ！」と言った。スティーブンは、「なんで肌が綺麗になったか聞かれなかった？」と聞いた。キャメロンは、「特殊な美容液でも使ったのかって、聞かれたよ！」と答えた。スティーブンは、「そうか！前よりもお肌が綺麗になったんで心配するな！」と言った。キャメロンは、「そうだな！兄貴のいうとおりだ！」と言ってスティーブンの部屋から出ていった。スティーブンはシャワーを浴びてベットで身体を休めて眠りに就いた。勇斗たちはホテルにある日本庭園の見える和風のレストランで食事を食べて男女別大浴場でお風呂に浸かった後で泰三と勇斗のルームに愛と初音のルームに戻っていった。勇斗たちはそれぞれのルームでテレビを見たりして寛いでベットに横になると知らぬうちに眠りに就いた。陽が登る前にHRE軍団は繁華街から雲隠れした。翌朝目覚めた勇斗たちは、モーニングセットを食べた後でホテルの日本庭園を歩いた。ジークバスターズはHREが潜んでる建物を探し出して暗いところしか見えないHREを火炎放射器で火炎を放って焼き払った。勇斗たちはホテルでランチを食べて昼寝をして起きると忙しい夜がやってきて、さまようHRE軍団が繁華街からロス郊外へ向かっていこうとしていた。HRE軍団は繁華街から出ようとしたが、パトカー6台に行く道を通行止めにされて、警官隊の３０人に進行妨害された。警官隊の３０人は襲いかかるHREに拳銃で発砲していったが、HRE軍団の勢いに負けていった。HRE軍団は警官隊３０人を爪で引っ掻いたりして感染させて繁華街を出ていった。スティーブンはルノー家でTVのチャンネルを替えていって、TVニュースを見ていたらHREがダウンタウンLAからロス郊外に向かってると聞いてリチャードとルーシーとキャメロンに知らせた。リチャードはスティーブンに、「これを使え！特殊なサイバーショットレーザーガンだ！複数を一括でロックして倒せる」と言ってサイバーショットレーザーガンを手渡した。リチャードはガトリング銃を持ち出すと、連射弾の補充した。勇斗たちはHRE軍団が繁華街からロス郊外へ向かっていって、HRE軍団の気配を感じずにいた。勇斗はロス郊外に佇むスティーブンに危険の陥ると感じて、泰三と愛と初音と一緒にロス郊外へ向かっていった。勇斗たちはロス郊外へ向かった途中で立ちはだかるバルゲオ３が現れた。バルゲオ３は勇斗たちに左手に持つデカい処刑剣を振り回していって、太い右拳で殴ろうとした。バルゲオ３は勇斗に処刑剣をまっこう斬りで振るったが、避けられて地面に処刑剣が食い込んだ。愛は地面に食い込んだ処刑剣を抜き取ろうとしたバルゲオ３の太い右手に花着色注入の術で白い花びらのバラの枝先が尖ったほうを投げて突き刺して、白い花びらのバラが血で染まった赤い花びらに変わっていって、バラ枝の毒棘から痺れが効いて太い右腕を動かなくした。バルゲオ３はバラ枝を抜き取って、勇斗たちを左拳で殴ろうとしたが、泰三に地雷土遁の術でバルゲオ３の周辺に地雷を撒かれて地雷爆破した。勇斗は気が動転してよろめくバルゲオ３に火炎噴火山の術でバルゲオ３を囲んだ地面から火炎弾を発してぐらついたバルゲオ３に火炎色反応の術でバルゲオ３の周りを明るい炎に取り囲んで視界を奪ったバルゲオ３を斬妖刀で斬り裂いた。バルゲオ３は呆気なく倒れると、赤い目が消えた。勇斗たちは先を急いでロス郊外へ向かっていった。スティーブンとリチャードは、ルノー家辺りにHREの気配を感じてルーシーとキャメロンを地下倉庫に避難させた。 HRE軍団はルノー家のあるユニバーシティパークにやってきて、道を歩く人々を襲いかかって爪で引っ掻いたりして感染させた。新型ジークで寄生したHREは青ざめた肌と鋭い牙を剥き進化を遂げて家の明かりで辺りが見えなくても匂いで探り出されて家に侵入していった。HREは侵入した家で人を探り出してとっ捕まえて寄生したジークが口から口へと移って寄生していった。スティーブンはHREが窓に貼りついてサイバーショットレーザーガンを構えた。リチャードはHREがロックされた扉を開こうとして、ガトリング銃で構えた。スティーブンは棒で窓を割って侵入するHREにサイバーショットレーザーガンでHREを撃っていった。リチャードは突進して扉を壊してきたHREの３人にガトリング銃で撃ちかまして、HREの３人を倒した。スティーブンはHREの５人がやってくるのを見てサイバーショットレーザーガンでHREの５人の頭をロックしてHREの５人を撃っていってから、倒した。リチャードは倒れたHREの口から直径２５センチのクモ型火星寄生虫ジークが現れた。新型ジークはリチャードの顔に飛びついて口と鼻を塞いで窒息させようとした。スティーブンはリチャードの異変に気づいてリチャードのところに行って、リチャードの顔に張りついた新型ジークにサイバーショットレーザーガンでロックして新型ジークを撃って倒した。リチャードの顔をはずれて、一命を取り留めた。リチャードはスティーブンに、「助かった！ありがとう」と言った。スティーブンは、「危ないから伏せろ！」と言って、リチャードと一緒に床に伏せた何者かがマシンガンをぶっ放してきて、家にあるもの破壊していった。左手にマシンガンを持った太い右腕のバルゲオ４が現れた。バルゲオ４は狭い扉から入れずに扉の周りを太い右拳で破壊して侵入するとスティーブンとリチャードを探した。リチャードはスティーブンに、「あんな化け物がいるなんて知らなかった！」と言った。スティーブンは、「こないだ遭遇したけどレーザーガンが筋肉増強した強靭な体に通じなかった！」と言った。リチャードは、「サイバーショットレーザーガンなら大丈夫だ！撃ってみろ！」と言ってバルゲオ４にサイバーショットレーザーガンを構えた。バルゲオ４はスティーブンを見つけ出してマシンガンをぶっ放そうとしたが、スティーブンにサイバーショットレーザーガンでロックされて１発を撃たれた。バルゲオ４は炭化した皮膚が焼けただれて倒れかけたときにリチャードがガトリング銃でバルゲオ４の脳天をぶち抜いた。バルゲオ４は仰向きで床に倒れ込むと、赤い目が消えた。リチャードは、「HREは頭を撃たないと１発で仕留めれない」と言った。スティーブンは、「頭をロックするにはどうすればいい？」と聞いた。リチャードは、「サイバーショットレーザーガンをHREの頭だけに向けると、自動的にロックされるんだ！」と答えた。スティーブンは、「わかった！」と言った。ジークバスターズはユニバーシティパークにやってきて、さまようHREに火炎放射器で火炎を放ってHREを火あぶりにしていった。勇斗たちはユニバーシティパークにやってきて、HREに立ち向かっていった。勇斗は斬妖刀でHREを斬り裂いて突いていった。泰三は振るった薙刀でHREを斬り裂いて突いていった。愛は卍剣２本でHREを突いていった。初音は脇差でHREを演武舞の形で振る舞って斬り裂いていった。勇斗たちとジークバスターズは煩がるHRE軍団を抑えていって、道ゆく戦いに尽き果てた。勇斗は闘志を忘れたかと気づいて火焔の勾玉に念じて闘志を燃やして斬妖刀を構えると、炎になった斬妖刀でHREを斬り裂いていった。勇は斬妖刀を鞘に納めて炎の威力が上って編み出した発火炎放出の術で両方の手のひらに炎を発して、HRE軍団に大きく炎が放出してHRE軍団を火あぶりにしていって、両方の手のひらに炎を発して、握りしめた炎の拳でHRE軍団を殴っていって、火炎旋風の術でものすごい勢いの炎の竜巻を起こして飲み込んだHRE軍団を火あぶりにしていった。勇斗たちは全力を成し遂げて自我を壊されて体が衰えていく中でジークバスターズの団結力もあって、HRE軍団を消滅させた。威圧したユニバーシティパークのHRE軍団をとりあえず食い止めた。勇斗は泰三に、「煩わしいHRE軍団はどうにか消滅した」と言った。泰三は、「残るHRE軍団がどこかに潜んでいる。まだ油断できない！」と言った。勇斗たちはロス郊外を離れようとしてダウンタウンLAへ向かっていった。勇斗はダウンタウンLAへ向かう途中でユニバーシティパークを出ようとしたときにスティーブンのバイクを見て立ち止まった。勇斗は周りを留めてスティーブンの家だと思って訪ねてみた。勇斗は破壊された扉の中を覗いて見ると、後ろ姿のスティーブンが後片付けしていた。勇斗はスティーブンに、「おいっスティーブン！お邪魔します！」と言って家に入っていった。スティーブンは、「勇斗か！バルゲオ４に扉と家にある物を破壊されたよ」と言った。勇斗は、「お気の毒に！バルゲオ４はよくやっつけたな！」と言った。スティーブンは、「このサイバーショットレーザーガンのお陰でね！」と言った。勇斗は、「そいつはすごいのか？」と聞いた。スティーブンは、「あぁ！普通のレーザーガンよりも３倍の威力はある」と答えた。リチャードは安全を知らせて地下倉庫から出したルーシーとキャメロンを連れてスティーブンのとこにやってきた。スティーブンは勇斗に家族を紹介してきたので勇斗も外で待っている家族と彼女を呼んで紹介した。お互いの言葉が通じず軽い挨拶で終わった。泰三と勇斗とリチャードとスティーブンはバルゲオ４を担いで家の外へ放り出して破壊された扉の補修をした。愛と初音とルーシーとキャメロンは家に散らばってる破壊された生活品を片づけた。勇斗はスティーブンに、「HREはまだどこかにいる。次が大攻めだ！」と言った。スティーブンは、「そうだな！黒幕を探し出そう」と言った。勇斗たちはダウンタウンLAへ向かっていった。泰三と勇斗に愛と初音はホテルに戻ってからそれぞれのルームに入って休んだ。翌朝にダウンタウンLA繁華街とロス郊外で掃除屋がHREの転がった遺体を片づけていった。目覚めた勇斗たちはTVニュースでHRE軍団がビバリーヒルズへ向かっていったのではないかと情報を聞いて日中から建物に潜んでるHRE軍団を探しに向かうことにして、ホテルから出てビバリーヒルズへ向かっていった。ビバリーヒルズにたどり着いた勇斗たちは、ビバリーヒルズ通りにあるHREの巣窟（そうくつ）を索し始めた。勇斗はここのデパートの何かが怪しいと思ってデパート店員に問いかけた。勇斗はデパート店員に、「まだ準備中ですか？」と聞いた。デパート店員は、「そうです。昨日の夜にHRE軍団がデパートの店員とお客に襲いかかってきてから、お店の中をめちゃくちゃにされました」と答えた。勇斗は、「ここの店に物置倉庫はありますか？」と聞いた。デパート店員は、「３階奥に広いマネキン倉庫があります！」と答えた。勇斗たちは初音が首を伸ばして店員が失神すると、３階へ上がっていった。勇斗たちはマネキン倉庫の近くのところまでくると、マネキン倉庫のドアの前で暗視形式ゴーグルを掛けてマネキン倉庫のドアを開けて侵入した。勇たちは視界が緑色になって動くHRE軍団と思える物体がはっきりと見えた。勇斗はHRE軍団を残り残さずに始末するためにマネキン倉庫のドアを閉めてロックした。愛はマネキン倉庫の壊された照明の電源スィッチを押してみたが、照明が付かずままHRE軍団に立ち向かっていった。HRE軍団は勇斗たちに襲いかかって、HREウィルスを移そうとして、爪で引っ掻こうとしたが、勇斗たちに抑えられた。勇斗は斬妖刀で斬り裂いていった。泰三は薙刀を振るって突いてていった。愛は卍剣２本で突いていった。初音は脇差で斬り裂いていった。惨めな出来損ないの化け物バルゲオ５が現れた。バルゲオ５は勇斗たちに太い右腕を盾に突進して周りのHRE軍団を解き払って体当たりしようとしていった。勇斗たちはバルゲオ５の体当たりを避けていった。バルゲオ５は勇斗たちを太い右掌で払おうとしたが、勇斗たちに避けられてHRE軍団を払い飛ばしていった。勇斗たちは反対側にある向こう壁へ走っていった。バルゲオ５は勇斗たちに太い右腕を盾に突進して、体当たりしようとした。勇斗は火炎昇龍波を放って大きな龍の形をした炎がバルゲオ５を火達磨にした。勇斗は火達磨状態のバルゲオ５を斬妖刀で脇腹を横斬りで斬り裂いた。突進してくるバルゲオ５は、壁を突き破って壁が破壊されて３階から転落した。バルゲオ５は道路脇にうつ伏せ状態で倒れた。勇斗たちはマネキン倉庫からドアを開いて暗視形式ゴーグルを外してデパートから出た。ジークバスターズはビバリーヒルズにやってくると、怪しい建物を探してはHRE軍団を見つけ出すたびに火炎放射器で火炎を放って火あぶりにしていった。勇斗は日が暮れてきたビバリーヒルズの家電販店で舞い降りたTVニュースを見た。ジョセフはすべてジョブズの指示によって、行った犯行と供述した情報であった。ジョセフはエイズナー・ヘルス・ファミリー・メディスン・センターで患者５人にHREウィルスを打って感染を広めていったことについて確かな痕跡はないけれど化学兵器のテロとバイオテクノロジーの化学実験だと報道した。爆弾魔のターナーは、HREウィルスワクチンを所持していたからHREウィルスをばら撒いた実行犯であると間違いなかった。ジョブズはハリウッド山の博物館のような屋敷でパソコンに自分のアカウントにパスワードを打って工場から輸送機に乗せたロボット忍者を屋敷へ派遣させた。勇斗たちはビバリーヒルズに夜がやってきて、動き出したHRE軍団と戦いに挑んだ。勇斗たちはビバリーヒルズ通りの人々を襲って容赦なく攻めてくるHRE軍団に攻撃していった。ビバリーヒルズの人々は選ばれし者の勇斗たちに、「ミュータントニンジャタートルズか！ファンタスティックフォーか！」と呼んだ。警官隊３０人のHRE軍団は人々を襲いかかっていって、爪で引っ掻いたりして感染させようとした。勇斗は警官隊のHRE軍団を斬妖刀で斬り裂いていったが、拳銃で撃ってきたから瞬間移動の術で他の場所へ移動していって、避けては妖銃で撃っていった。そこにバイクで駆け付けてきたスティーブンは、警官隊のHRE軍団をサイバーショットレーザーガンで撃っていった。勇斗とスティーブンは警官隊のHRE軍団を全滅させた。警官隊のHRE軍団を唆（そそのか）した傲慢な魔性の女のHREで四つん這いのゾルネが現れた。勇斗は妖銃でゾルネを撃っていった。ゾルネはトカゲのように出し入れする長い舌をそそって建物の壁を這いずり回っていった。ゾルネはHRE軍団と戦ってる泰三と愛と初音のところへ向かっていった。ゾルネは建物の壁を這いずり回って、初音の背後に降り立った。初音はびっくりして長く伸ばした首でゾルネを脅かして失神させようとして威嚇した。ゾルネは初音の長く伸ばした首に長い舌をそそって電気ショックを与えた。初音は長く伸ばした首が元に戻って倒れた。ゾルネは初音に噛みついて感染させようとしたときに、勇斗が妖銃を発砲してきたら乗り移った建物の壁を這いずり回っていった。スティーブンは建物の壁を這いずり回るゾルネにサイバーショットレーザーガンでロックして撃っていって、ゾルネを建物の壁から撃ち落とした。スティーブンは立ち上がったゾルネの頭にサイバーショットレーザーガンを撃ってゾルネを倒した。勇斗は腕に初音の体を起こして肩を揺さぶってみたが、目を開かなかった。勇斗は早くも初音とお別れかと思って、もうこれまでと嘆いた。抜け殻のようになった勇斗は忍者魂と強者の精神を復活させようとしたときに、火焔の勾玉に念じて闘志を燃やした。勇斗は心の中にアマテラスオオミカミの姿が現れた。アマテラスは勇斗に、「太陽は尽きない力を持つあなたは弟スサノオとカムオオイチヒメの間で産まれた御子神ヤシマジヌミノカミの子孫である。あなたの願いを一つ叶えてあげましょう」と言った。勇斗は、「初音を生き返らしてほしい！」と言った。アマテラスは、「その女性の胸に火焔の勾玉を置いて祈れば生き返れる！火焔の勾玉はタダの勾玉になって、炎の威力を失うでしょう」と言った。アマテラスは心の中からどこかへ消えていなくなった。勇斗はアマテラスのいわれたとおりに初音を横にして胸に置いて、「早く生き返ってくれ！」と祈った。しばらくして軽やかで美しい初音は、蘇って目覚めた。初音はしなやかで綺麗な黒髪の女性として生まれ変わった。初音は勇斗に、「私はどうしていたかわからないけど生きている？」と聞いた。勇斗は、「初音！君は人間に生まれ変わったんだ！」と答えた。初音は、「本当に嘘でしょう！」と言った。勇斗は夜空に輸送機が飛んでいってるのを見上げたら、ハリウッド山のスティーブの屋敷のほうへ向かったと思って初音を愛に任してスティーブの屋敷へ向かっていった。スティーブの屋敷に着いた勇斗は、スティーブが何かを行おうとする前にスティーブの屋敷に一人で乗り込んだ。スティーブの屋敷はすでに輸送機が降り立って、ロボット忍者の２０体を設置した。泰三と愛はジークバスターズと一緒に胃液の漂うHRE軍団を窮地に追いやって消滅した。スティーブンは勇斗の無事を祈ってバイクでスティーブの屋敷へ向かっていった。勇斗は屋敷を進んでいったら、ロボット忍者たちがやってきた。ロボット忍者たちは勇斗に腕から手裏剣発射していったが、斬妖刀で払い飛ばされた。勇斗は仮分身の術で勇斗の分身が５体となって、ロボット忍者たちに２体と３体に分かれて攻撃していった。勇斗の分身の５体は、斬妖刀でロボット忍者たちと剣の斬り合いをした。勇斗の分身の５体は、ロボット忍者たちを斬り裂いて蹴り飛ばして１０体が爆破した。ロボット忍者たちは、勇斗の分身４体を斬り裂いて倒していった。勇斗はロボット忍者に刃を振るって刃の平らな面を当てられて刃こぼれした斬妖刀が折れた。勇斗は取り囲まれたロボット忍者たちに立ち向かおうとしたときにスティーブンがサイバーショットレーザーガンでロボット忍者たちに一括でロックしてロボット忍者の５体を撃って爆破させた。ロボット忍者たちは勇斗とスティーブンに胸からミサイルを撃って腕から連続手裏剣発射していった。勇斗は瞬間移動の術で他の場所へ移動していった。スティーブンは避けていって、部屋に逃げ込んだ。スティーブンはロボット忍者たちが部屋に入ってきて、サイバーショットレーザーガンでロボット忍者たちに一括でロックして、ロボット忍者５体を撃って爆破した。勇斗はスティーブのいる場所を探しに向かった。勇斗は広間でスティーブと出くわした。ジョブズは勇斗に、「しつこいやつらだ！私はスティーブでない。スティーブによく似たミゲル・ガルシアという者だ！スティーブのクローンなど存在しない。私はスティーブの頭脳であるマイクロチップを私の頭に埋め込んで偽っていのだ！」と言った。不届き者のミゲルは勇斗に、「ロサンゼルス国際空港に新型ジークを鞄に入れた男が２０時３５分の便の旅客機に乗ろうとしてる。旅客機に新型ジークが紛れ込んだら大変なことになるだろう！」と言った。勇斗は、「ドーパミン１５パーセント低下してほとんど機械でサイボーグように心を失ってる鉄屑だ！」と言った。厚かましいミゲルは、「今からでも止めれるものならば止めてみろ！」と言ってペンシングのサーベルを投げ渡した。ミゲルはペンシングのサーベルを構えて、勇斗に戦いを挑んだ。それを聞いたスティーブンは、急いで屋敷から出てバイクに乗って、ロサンゼルス国際空港へ向かっていった。勇斗はサーベルを構えてミゲルがサーベルを突いてきたらサーベルで突き返していった。ミゲルは勇斗にサーベルで突いていって、勇斗の左の肩に突き刺した。勇斗は左の肩を押さえてミゲルにサーベルで突いていって、サーベルを振るってミゲルの頬を斬り裂いた。ミゲルは頬の切り傷から流れた血を手で拭って勇斗にサーベルで突いていった。勇斗はミゲルにサーベルで突いていって、サーベルを振るってミゲルの左足を斬り裂いた。ミゲルは握ってる左足の切り傷から流血が止まらなくなって床に倒れた。勇斗は左肩の刺し傷から流血して目が霞んで床に倒れた。ミゲルは駆け付けてきた警察隊に取り押さえられた。ロサンゼルス国際空港に着いたスティーブンは、バイクを駐車場に停めてからチケット売り場でチケットを購入してから検査を通過して２０時３５分の日本行きの便に突っ走った。スティーブンは旅客機に乗り込んだ怪しい鞄を持った男がいないかを探した。スティーブンはCAが離陸のアナウンスし始めたので通路側の席に着いた。スティーブンの乗ってる旅客機は滑走路から離陸していった。怪しい鞄を持った男は空を飛んでいる旅客機が太平洋の海に面して乱気流もなくシートベルトをはずして落ち着いたときに通路側に鞄を置いてチャックを開けた。後ろのほうにいたスティーブンは、真ん中辺りにいる通路側に見えた鞄から新型ジークが現れたのを目撃した。CAは通路側に置いた客に鞄を座席下にお願いにしたときに新型ジークを見て悲鳴を上げた。乗客たちはパニックになって、新型ジークがうごめいた。スティーブンは検査で通過できないためにサイバーショットレーザーガンをどこかに置いてきたので新型ジークを仕留める手段がなかった。新型ジークは乗客男性一人の顔に飛びついて口に入っていって寄生した。乗客男性は青ざめた顔で牙を剥き出したHREと変貌した。CAは乗客たちに、「客席部分の機体の切り離し行ます座席に着いてシートベルトを締めてください」と伝えた。スティーブンは乗客たちが座席に着くまでHREの口を塞いで背後から掴んで抑えた。CAは乗客の全員が座席に着いてることを確認して、スティーブンだけ座席に着いてなかったのを窺った。スティーブンはCAに、「俺が抑えてる！君は座席に着いたら客席部分の機体の切り離す合図を！」と言った。CAは、「わかりました」と言って、「みなさん今から３分後に客席部の機体が切り離れます！」と伝えた。スティーブンはHREを通路の向こうに蹴飛ばして座席に着いてシートベルトを締めた。旅客機は飛行中に客席部分の機体を切り離して飛んでいった。客席部の機体はものすごい風が入り込んで客席部分の機体から外へHREが吹き飛ばされていった。客席部の機体は両端にある二つの巨大なパラシュートを開いておとなしく海に着水していった。HREは海底へ沈んでいって、腹を突き破って現れた新型ジークが海面に浮かんできた。スティーブンと乗客たちは無事に救命ボートで救助された。怪しい鞄を持った男は、身柄がバレて検挙された。ミゲルは指揮をとって行われたことに戒めて償いを与えられた。ジョセフは撒き散らしたHREウィルスで人々を巻き添いにした判決で罰せられた。人々は新型ジーク以外のHREウィルスワクチン接種した。翌朝目を覚ました勇斗は病院のベッドで横になっていた。泰三と愛と初音は病院で勇斗の無事を祈って見守っていた。垢抜けない愛は勇斗に、「戦いは終わった！元に戻ろう！」と言った。勇斗は、「そうだな！スティーブンに会ってからにする」と言った。勇斗たちは病院から出ていって、ユニバーシティパークのスティーブンの家へ向かっていった。スティーブンの家に着いた勇たちは、バイクがあるところスティーブンがいると思って補修中の扉からスティーブンを訪ねた。スティーブンは勇斗に、「やっと帰ってこれたな！ヘタをしたら飛行機が墜落してこっ端みじんになるところだった！客席部の機体が切り離されて助かった！」と言った。勇斗は、「生き延びれてよかったな！俺も気がついたら病院にいた」と言った。スティーブンは、「だけど助けにきてくれて本当にありがとう！」と言った。勇斗は、「こちらこそ！あの便が日本にいったら大変なことになるところだったよ！またいつでも会いにいける！」と言った。スティーブンは、「そうか！勇斗のことは一生忘れない」と言った。勇斗は、「グッドラック！」と言った。スティーブンは、「グッドラック！」と言った。勇斗たちはスティーブンと離れて、ダウンタウンLAのホテルへ戻っていった。スティーブンはリチャードに、「あの人たちは日本でモンスターを退治した忍者たちなんじゃ！」と言った。リチャードは、「そうだったのか知らなかった！」と言った。ホテルに着いた勇斗たちは、和食亭レストランで食事して、男女別大浴場に浸かってゆっくりと休んだ。その夜、キャメロンはルノー家の部屋でゆっくりと雑誌を読んでいた。キャメロンは窓の外からピューナと呼ぶ声が聞こえたので窓を開けて見てみたらゼジルがキャメロンを呼んでいた。キャメロンは家から出てゼジルのところにいった。ゼジルは、「ピューナ！すぐにパピュラス星に帰ろう！」と言った。キャメロンは、「いやだ！地球にいたいよ！」と言って本当の親であるゼジルを無視した。ゼジルは、「今ならソロモン島の宇宙エレベーターにある宇宙の入り口からパピュラス星に帰れるのよ！」と言った。キャメロンは、「クリスタルで地球人と同じ肌になれたのは兄貴のお陰もあって、みんなを家族だと思ってる！」と言った。ゼジルは、「私は地球人と偽って職場で仕事していたけど肌を隠して生きるの大変だからクリスタルを譲ってくれないかな？」と聞いた。キャメロンは、「いいよ！私は十分に肌が綺麗になったんであげるよ」と答えた。キャメロンはゼジルにクリスタルを手渡した。ゼジルは、「私も地球人らしくなって地球に残る。ピューナのことはどこかで見守ってから、また気が向いたら会いにくる」と言ってどこかへ消えていった。翌朝目覚めた勇斗たちはモーニングセットを食べてホテルを出てエコパークの湖畔へ向かっていった。エコパークの湖畔に着いた勇斗たちは昼に時空転送の門と三次元装置に縛ったあった布の紐を解いて布をはぐって三次元装置に１８７０年４月８日１２時３０分（和）と設定して時空転送の門をくぐっていった。勇斗たちは時空転送の門をくぐって通過して京の都の清水寺にたどり着いた。勇斗は泰三に、「京の都にたどり着くとはなにか奇遇だ！」と言った。泰三は、「別の時空にいっていたから場所が移動したんだ！」と言った。冴えない顔した勇斗は、「ニセモノのジョブズの屋敷でロボット忍者と戦ったときに斬妖刀が折れたんでもう物の怪と戦えない！」と言って折れた斬妖刀を赤い鞘から抜いた。泰三は、「京の都に鍛冶屋があるので新しい刀を作ってもらおう」と言った。勇斗たちは鍛冶屋へ向かった。勇斗は選んだ玉鋼（たまはがね）を鍛治職人に渡して卸鉄（おろしがね）を混ぜ合してもらって鋼と調合した刀を作ってもらうことにした。刀鍛冶は勇斗に、「刀ができるまで１０日はかかる」と言った。勇斗たちは鍛冶屋から出て京の都の神聖なる神社で神楽を観て伊賀の里へ戻っていった。勇斗は初音に火焔だった勾玉の首飾りをお守りに首にかけた。未来のアメリカ西海岸にて、漁師は海に浮んだHREの遺体を船に乗せて海上に浮かんでる新型ジークが漁師の顔に飛び付いて口に入っていって、寄生して目の赤いHREとなった。（終）
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